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序   文

金城町教育委員会では、「波佐多目的集会施設Jの建設に先立ちまして平成 3年度より約 2

年間、「七渡瀬Ⅱ遺跡」の発掘調査を行いました。

この調査により、古代の住居址や様々な土器 (縄文～中世)を発掘いたしました。

また、「千年比丘古墳群」は町史編纂に役立てるため、平成 2年度より発掘計画をたててま

いりました。中でも、「千年比丘 1号墳」は県内でもまれな古墳であることがわかりました。

特に、「七渡瀬Ⅱ遺跡」は古代から波佐の中心的役割をもった遺跡と同時に、「波佐多目的集

会施設」も現代の波佐の中心的役割をもっています。

これからも、先人たちの文化・伝統を大事にしていきたいと思っています。

おくれましたが、「七渡瀬 H遺跡」において「波佐多目的集会施設」建設に伴う設計 。建設の

変更にご協力いただきました業者の皆様に厚 く御礼いたします。

また、両遺跡の発掘調査にあたり、ご指導・ご協力いただきました関係者の皆様、地元・波佐

地区の皆様に厚く御礼申し上げます。

平成 6年 3月

金城町教育委員会

教育長 西 田 雅 俊
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例   言

1.本書は、金城町教育委員会が1991(平成3)年度から1993(平成5)年度にかけて、金城町

波佐地区において実施した埋蔵文化財の発掘調査報告書である。

2.本書は、これをI～ Ⅲ部構成としているが、その内容の概略は以下の通りである。

I部.七渡瀬Ⅱ遺跡の発掘調査報告である。この遺跡は、当該地に町立の多目的集会施設建設

のために発掘調査されたものである。なお遺跡の大部分は、地下埋設の形で保存するこ

ととなり、そのために調査上、工事上の一定の配慮がなされている。将来再調査の必要

が生じた場合、これを行うことは可能である。

Ⅱ部.千年比丘古墳群の発掘調査報告である。当古墳群の調査は町史誌編纂事業との関連で、

また、波佐地区の原始 。古代史の解明を目指 して行われたものである。

Ⅲ部。「波佐の歴史を掘 り起こす」と題して、当地区の歴史の概説と、発掘参加の町民の方々

の経験談等を収録した。この部は、町民向けの独立した小冊子として活用が図られる。

3.調査に関する組織は次のとおりである。

調査主体 金城町教育委員会

刊991(平成3)年度

七渡瀬Ⅱ遺跡試掘調査  千年比丘古墳群測量調査 (第 1次 )

調査担当者 大谷 晃二 (島根県立浜田高等学校教諭)

事 務 局 西田 雅俊 (教育長)

森口  寛 (教育次長)  内藤 大拙 (社会教育係長)

1992(平 成4)年度

七渡瀬Ⅱ遺跡発掘調査 (第1次)  千年比丘古墳群発掘調査 (第 2次 )

調査担当者 田中 義昭 (島根大学法文学部教授) 大谷 晃二 (浜田高等学校教諭)

竹広 文明 (広島大学大学院生)

事 務 局 西田 雅俊 (教 育 長)

森口  寛 (教育次長)  佐々原熊雄 (教育次長)

井川 成則 (社会教育係長)

1993(平成5)年度

七渡瀬Ⅱ遺跡発掘調査 (第2次)  千年比丘古墳群発掘調査 (第3次 )

調査担当者 田中 義昭 (島根大学法文学部教授) 大谷 晃二 (浜田高等学校教論 )

久保谷浩二 (金城町教育委員会主事)

事 務 局 西田 雅俊 (教育長)

佐々原熊雄 (教育次長)  井川 成則 (社会教育係長)
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4. 七渡瀬Ⅱ遺跡の遺構実測の基準となる座標軸については、試掘調査時には金城町役場所有の

耕地整理の基準図を用い、これを受けた第1次調査は試掘時の座標と発掘区区分を踏襲 して

いる。第2次調査では耕地整理図に若子のズレがあることを考慮 して国土座標による発掘区

に再編成した。座標値はFラ イン (東西軸)と 4ラ イン (南北軸)の交点で第Ⅲ座標系浄

-135924.158Y=3091.655である。

本書の編集は、田中義昭の指示のもとI部を久保谷浩二、増野晋次が、Ⅱ部を大谷晃二が、

Ⅲ部を久保谷浩二がそれぞれ担当し、田中が全体の補訂と調整を行った。執筆者は、各項の

末尾の()内 に表示した。また、編集作業全体にわたって細田美樹 (島根大学考古学専攻生)

が援助 。協力した。なお、編集作業過程では島根大学埋蔵文化財調査研究センター助手の会

下和宏氏に種々お世話になった。感謝の意を述べる次第である。

七渡瀬Ⅱ遺跡・千年比丘古墳群の調査、調査報告書の作成においては下記の機関・団体・個

人から指導と協力をいただいた。記して謝意を表する次第である。

機 関  島根県教育委員会  島根県埋蔵文化財調査研究センター  鳥根大学考古学研

究室  島根県立浜田高等学校  波佐公民館

団 体  浜田高等学校歴史部  波佐文化協会  西中国山地民具を守る会

栄和機工   (株 )ワ ールド航測コンサルタント

個 人  潮見 浩 (広 島大学名誉教授)  村上 勇 (広島県立美術館)  川原和人

松本岩雄  西尾克己  広江耕史  角田徳幸  熱田貴保  萩 雅人 (以

上島根県教育委員会、島根県埋蔵文化財調査研究センター) 原 裕司  榊

原博英 (以上浜田市教育委員会)  中田健― (石見町教育委員会)  三浦正

村 (浜田高校教諭) 内山敏行 (栃木県埋蔵文化財センター) 佐藤雄史 (福

岡県小郡市埋蔵文化財センター)  沢田秀実 (東京都立大学助手)

佐田達雄 (波佐公民館長)  田中タキヨ (波佐公民館主事)

発掘参加者 相木ナミエ 池田一男 一町仁市 一町クミエ 上田房一 上山信人 宇川徳

美 梅岡季好 沖田国臣 沖田 茂 沖田サツヨ 岡本末春 岡本利道 岡本

正行 金田重之助 北林照子 小池久子 佐々川友也 佐々山隆治 田原市郎

塚本貞義 能海数美 原田義雄 古田安五郎 宮田信夫 横路末広 (以上町民

有志) 家塚英詞 勝部智明 久米 基 小宮教子 田浪文雄 中木信夫

櫛山範一 松村淳子 増野晋次 村瀬 誠 矢野 司 福間直美  (以上島根

大学学生)佐 々木 勝 (奈良大学学生) 清野正樹 鈴木一有 (大阪大学学

生) 内田浩司 川崎陽子 久保長生 追田 稔 佐々木美幸 田原千恵 徳

田 裕 中田貴子 西島 圭 藤本恵美 槙岡 泉 村上志津子 芽島智子

山口貴志 山脇州裕 (以上浜田高校生)

沖田孝志 中谷祥平 中島 暢 向山 薫 (以上可計高校芸北分校生)
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7.出土遺物の実測、 トレース、挿・図版作成の諸作業は担当者が下記の方々の全面的な援助・

協力を得て進めた。個々の担当部分については挿 。図版目次に表記した。

埴生典子 (島根大学埋蔵文化財調査研究センター) 上原春里 (島根大学考古

学専攻生)  雑賀淳子 (島根大学東洋史専攻生)

遺物の写真撮影は久保谷 (I部)と 大谷 (Ⅱ 都)が行つた。

3.七渡瀬Ⅱ遺跡、千年比丘古墳群からの出土遺物と発掘調査に係る記録類は、すべて益城H教

育委員会で保管している。





は ざ

序部 地域としての波佐





部

1.地理 的環境

波佐地区は、行政上は島根県那賀郡金城 町に属 し、その南部に位置している。金城町は島根

県の西南にあり、中国山地の背梁部北面にある。北は浜田市と江津市に接し、南は広島県芸北町

と県境に接している。町の中央部を陰陽を結ぶ幹線の国道189号 線が南北に、町北部では主要地

方道の浜田八重可部線が南北に走つている。

地形的にみれば、町中央部に金木山(719.8m)が あつて、この山を境として南側は中国山地の

山岳が広がり、北～北東部では低丘が連なっている。これらの山丘の間をぬって周布川、浜田川、

下府川と、それらの支流が北西～北東方向に流れ、開析された河谷に耕地が開かれている。

波佐地区も金木山、雲月山、大佐山など1000m級 の山に囲まれたV字状の谷間に広がる。谷

の中央を周布川が北流し、波佐地区の中程では東南方向から流れ出た長田川が周布川と合流して

「Y」 字形の谷地形が形成される。流勢は南部の中国山地斜面では急で、平地では比較的緩やか

である。川沿いに細長い1中積地があり、上流部には段丘地形もみられるが、lPXし て谷は深く、急

峻な山の斜面から直接平地に移行する地形が特徴的である。

南北に長く広がる金城町の気候は、北部の丘陵地帯がやや温暖で、波佐 。長田地区を含めた南

部の山岳地帝は寒冷で、冬季の積雪も多い。土質は花尚岩の風化土壌が主体で、ここから採取さ

れる真砂砂鉄は良質の鉄の原料となっている。

第1図 金城町波佐地区の位置
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2.歴史的環境

金城町域ではこれまでに188個所の遺跡が知られている。これらを時代順に概観して当町域の

地域史の変遷を追い、そのなかで波佐・長田地区の歴史的位置を考えてみることにする。

《旧石器時代》 金城町では旧石器時代遺跡の確かな事例は発見されていない。岩塚Ⅱ遺跡 (今

福地区)で出土した打製石器の中にこの時代のものが存在するという指摘もあるが、要検討かと

思われる。ただし、中国横断道の建設に際して、邑智郡瑞穂町市木付近で旧石器時代末から縄文

時代早期の遺物が出土したことなどから考えると今後旧石器時代の遺跡・遺物が発見される可能

性は十分あるといえる。

《縄文時代》 縄文時代の遺跡としては、岩塚Ⅱ遺跡 (今福地区)、 水ケ佐古門遺跡 (下長屋地区)、

郷田門遺跡 (上来原地区)、 模ケ曽根遺跡 (波佐地区)、 七渡瀬I遺跡 (波佐地区)、 長田郷遺跡 (長

田地区)6個所が知られている。これらのうち発掘調査が行われて遺跡の内容がある程度明かに

なっているのは岩塚Ⅱ遺跡、七渡瀬 I遺跡、長田郷遺跡である。

岩塚Ⅱ遺跡は浜田八重可部線が通る南北方向の長い谷に面した小さい谷間にあり、前期前葉、

中期後葉、後期前葉の縄文土器が出土している。いずれも二次的に形成された堆積層から得られ

たもので遺構等は見つかっていない。これらの土器で注目されるのは、前期前葉の一群である。

これらは条痕調整された上に「3」 字状、「D」 字状、「C」 字状の爪形文を施 したものであっ

て、山陽、近畿地方の羽島下層Ⅱ式から北白川下層 I式に相当する土器と考えられている。また、

中期後葉の土器は波子式、後期前葉の土器は福田KⅡ 式と判定されているが、量はきわめて少

ない。石器では打製石鏃が64点 とかなり多い。これは黒耀石、安山岩製である。次いで叩石、

磨石、石皿、磨製石斧、石錐等が得られている。黒耀石、安山岩の剥片も多数あり、「異形石器」

等注意すべき石器も出土している。これらが上記の土器とどう組み合わせになるのか不明である

が、これらの遺物出土地点近くに前期前葉から後期にかけて断続的に営まれた縄文人の集落が存

在することは確実と思われる。

七渡瀬 I遺跡、長田郷遺跡とも波佐 。長田地区にある。前者は、周布川と長田川の合流点付近

にあり、七渡瀬Ⅱ遺跡とはひとまとまりの遺跡で、縄文晩期の上器が発見されている。後者は長

田川の上流にあり、縄文後期の磨消縄文土器と晩期の突帯文土器が出土している。石斧、石鏃、

凹石、叩石、石錘、ヤマモモ、クルミも発見されている。このころに、ようやく中国山地を越え

て、縄文人の往来が目立ってきたということであろうか。

《弥生時代》 弥生時代の遺跡としては柿ノ木遺跡 (小国地区)、 七渡瀬I遺跡 (波佐地区)、 長田

郷遺跡、城ノ前遺跡、ナゴダ遺跡 (長 田地区)等が知られている。発掘調査によって遺物が得ら

れたのは七渡瀬 I遺跡と長田郷遺跡である。七渡瀬 I遺跡では弥生前期の土器が縄文晩期の土器

と混在 して出土し、中期の土器も発見されている。また石錘、叩石、石鏃が出土 しているが、こ

れらの時期ははっきりしない (縄文時代の石器か)。 長田郷遺跡では弥生後期の土器がややまと
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まって出土している。明瞭な遺構等は検出されていないが、中程度の規模 (数棟の竪穴住居と掘

立柱建物からなる)の集落がこの時期に成立 していたことを推測させる。他の2遺跡の存在等を

あわせ考えると、弥生時代後期は、波佐 。長田地区が石見山間部で地域的にまとまった単位とし

ての姿を現わした時期ともいえるのではなかろうか。

《古墳時代》 初期の古墳 (弥生時代最終末期の墳丘墓の可能性もある)と しては、今次の調

査で発見した千年比丘1号墳があるが、これ以外にはまだ前半期(4～ 5世紀)の古墳は知られてい

ない。町域の古墳として注目されているのは下来原地区にある後期の諸古墳である。現在では金

田1号墳、同2号墳、猿ケ馬場古墳、下長屋古墳、火塚平古墳の諸墳が確認され、金田1号墳は発

掘調査が実施されている。今福古墳もこれらの古墳と類似の特徴をもつ古墳と考えられる。

金田1号墳は、直径約10m、 高さ1～ 1.5mの小規模な円墳で、片袖式の横穴式石室を設けて

いる。石室内からは副葬された土師器の郭や須恵器の蓋郭、高杯、長頚壷、対などが出土してい

る。これらの土器の大部分は、近辺の窯で焼かれたものとみられるが、一個の長頚壼は東海地方

で生産されたものと酷似していて注意される。

金田1号墳が築造された時期は7世紀の初めのころと思われる。この時期には石見地方の各地

で横穴式石室墳や横穴墓が出現し、それらは群集して築かれるという特色をもっている。盆地や

谷間の小平野の開拓が大いに進行 し、その事業に積極的役割を果たした土地の農民の富裕な層が

次々に古墳を造営したことを示すとみられている。金城町域の水田地帯は、この頃から本格的に

耕作されるようになったとも考えられるのであるが、波佐・長田地区ではこのころの古墳は未確

認である。

但し、長田郷遺跡や七渡瀬 I遺跡では、古墳時代前期の土器や集落が確認され、その後も集落

が断続的に営まれている節があるので、無住地帯であったわけではない。それどころか、「布留

式系」土器の検出にみられるように、古墳時代にも陰陽交流の接点地として活気を呈 していた可

能性を考慮に入れておいてよいのではないかと思う。

《奈良・平安時代》 この時代の遺物が発見された遺跡としては次の諸例がある。水ケ佐古遺跡

(下長屋地区)、 七渡瀬 I遺跡 (波佐地区)、 長岡郷遺跡・城ノ前遺跡 (長 田地区)。 これらの遺跡か

らは、奈良・平安時代の須恵器が採集されているが、発掘調査によって集落の状態などが判明し

ていないので多くのことを知ることはできない。しかし中国横断道建設工事によって発見された

旭町重富地区の集落等の様子からすると、金城町域にもこのころの集落が盆地や川谷平野の各所

に存在した可能性は十分あるといえる。七渡瀬Ⅱ遺跡では、後に触れるように歴代波佐地区の中

心的な集落が営まれている。各地区にもこうした集落があり、中世農村へと引き継がれていった

とみられるのである。

なお、時期は不明であるが、下来原地区の虚空蔵遺跡は寺院跡とされる。

《中世以降》 中。近世の遺跡研究は、その歴史が新しく、町域の遺跡を調べ、この時代の動き

を明らかにすることはほとんどなされていない。断片的なことを列挙 して将来に備えることとせ
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ぎるをえないというのが現状である。

中世前半期の特徴的な遺物として中国産磁器の青磁、白磁等がある。これが岩塚Ⅱ遺跡、長田

郷遺跡、七渡瀬 I遺跡から発見されている。これらの焼き物は土地の有力者が所有 していたとみ

られることから、町域の各所に展開する中世村落を支配する土豪的な有力農民が現われ、蓄えた

財力で中国産の焼き物を購入していたものと考えられる。

こうした土豪的農民が武装して立てこもったのが町域に多数残つている山城跡である。その数

は11個所となっている。これらは町内各区に2～ 3個所ずつ分布 している。その多 くは南北朝時

代に攻防のあったことが伝えられている。注目される城跡として波佐地区の一本松城跡があげら

れよう。その立地の場所は、県境近くの山岳先端部で、波佐盆地を一望の下に収めることができ

る要地である。村田修三氏によれば、本城跡は次のような特徴と意義をもっているという。

特徴点の第一は、畝状空堀が多く、複雑に分布 していること。第二は曲輪が狭く、縄張 りが閉

鎖的であること。第三は背後の大井谷から出た長水路の終着点に位置していること。第四は交通

の要衝を押えた立地であること等である。意義としては、この城跡が単に波佐地区の攻防施設で

はなくて「石見・安芸両国を結ぶ交通の要衝を押えて進出しようとするいずれかの勢力の繋ぎの

城」とする見方が示される。

この一本松城を含めた他の城跡を地域史のなかにどのように位置づけていくか、すべては今後

の考古学的調査の成果と文献史料による地域史像の擦 り合せにかかつている。従来主張されてい

たことは、平安時代の終わり頃に河野氏によって築城され、以後佐々木氏、小笠原氏と城主が交

代 しながら室町時代まで営城活動があつたとされるが、これらの詳細な今日的到達点については

Ⅲ部に収載した隅田正三氏の一文によられたい。

金城町域の中・近世遺跡で看過すべきでないものとして製鉄遺跡がある。町域でこれまでに発

見された遺跡の約三分の二は製鉄関連の遺跡で占められている。これらが何時頃のどのような鉄

生産のありようを示すのかは、現状では不明とせざるをえないが、町の中・近世史の一断面を語

る有力な史料であることは十分に予測されよう。解明が求められる問題点といえる。

引用・参考文献

日本道路公団・島根県教育委員会編『中国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』H.

1985年
金城町教育委員会編 F島根県那賀郡金城町内遺跡分布調査報告書一波佐 。長田地区―』 I.1986年
金城町教育委員会編『島根県那賀郡金城町内遺跡分布調査報告書』Ⅱ.1987年

(久保谷浩二 櫛山範一 田中義昭)
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金城町内遺跡・所在地一覧表

(美又地区)

1:沢津E領 1製鉄遺跡|¨・追原字太郎津上下2326-10

2:沢津 I餌 1製鉄遺跡|…追原字下ノ平2328

3:福原餌 1製鉄遺跡|…追原字カナクソ1286

4:堂原経塚 1古墓|…・追原字セ ト1730

5:福田寺跡 1寺院跡|¨・追原字福田寺328

6:追原庄屋跡 |そ の他|¨・追原字間処223

7:大元領 1製鉄遺跡|。・・追原字新餌中の釜2003

8:美又領 1製鉄遺跡|…・追原字道辛原39-1

9:乙明城跡 1城跡|¨・入野字浅ケ益1155

10:乙明炉 1製鉄遺跡|¨・入野字領ヶ迫1161

(今福地区)

11:段原餌 1製鉄遺跡|…宇津丼字下モ田止952-1

12:元谷炉 1製鉄遺跡|…今福字鉄穴口1178

13:蔵福庵跡 1寺院跡|¨。今福宇蔵福庵1193-1

14:境 ケ谷餌 1製鉄遺跡1中 0今福字境ケ谷906

15:境 ヶ谷鉄穴 1製鉄遺跡1中 0今福字境ケ谷上ミ1747

16:笠松城跡 1城跡|…今福字藤ケ谷セ ド山1684

17:丹久庵跡 1寺院跡|い。今福字丹久山1609

18:皆合餌 1製鉄遺跡|¨。今福字門畑647

19:皆合鍛冶屋跡 1製鉄遺跡|¨・今福字菰ガセ1606

20:田代城跡 1城跡1中 0今福字田代山1607

21:田代炉 1製鉄遺跡|¨ 。今福字新宅624

22:菰ガセⅡ領 1製鉄遺跡|…。今福字菰ガセ1606-9

23:菰ガセ I領 1製鉄遺跡1中 0今福字菰ガセ1606-9

24:小松原山砦跡 1城跡|¨。今福字小松原山1588-3

25:岩塚 I遺跡 1遺物散布地|…今福字八ツ害1268-2

26:岩塚 I領 1製鉄遺跡|¨。今福字宮ノ向イ1451

27:岩塚 E遺跡 1遺物散布地|…今福字蔵ノ脇253-1

28:岩塚Ⅱ領 1製鉄遺跡|¨。今福字領原158

(久佐地区)

29:久佐代官所跡 |そ の他|¨・久佐字役所畑イ1124
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30:白 甲第4領 1製鉄遺跡|¨・久佐字松尾谷口379

31:白 甲第3炉 1製鉄遺跡|…久佐字餌口60

32:白 甲第5領 1製鉄遺跡|…久佐字松尾谷口379

33:白 甲第6領 1製鉄遺跡|…久佐字松尾谷口379

34:白 甲第7領 1製鉄遺跡|…久佐字松尾谷口379

85:宇栗炉 1製鉄遺跡1中●久佐字鉄穴ケ益口482

36:金光寺跡 1寺 院跡|…・久佐字寺田口115

37:白 甲第1領 1製鉄遺跡|…。久佐字松尾谷口379

38:白 甲第8炉 1製鉄遺跡|¨・久佐宇白甲口76

39:白 甲第9領 1製鉄遺跡|¨・久佐字白甲口76

40:白 甲第10炉 1製鉄遺跡|¨・久佐字白甲口76

41:白 甲第11領 1製鉄遺跡1中●久佐字白甲口76

42:白 甲第2領 1製鉄遺跡1中●久佐字白甲口76

43:猿押領 1製鉄遺跡1中●久佐字猿押奥口369

44:ナ メラ炉 1製鉄遺跡1中 0久佐字ナメラセ トイ1213

45:長谷餌 1製鉄遺跡|¨・久佐字吹屋床イ261

46:高 良谷領 1製鉄遺跡|…久佐字高良谷1198

47:小原谷鉄穴 1製鉄遺跡|…久佐字高良台1198

48:今福古墳 1古墳|…久佐字塚神畑ハ32-1

(上来原・下来原・七条地区)

49:火塚平古墳 1古墳| ・̈下来原字ヒツカ平1081-1

50:下長屋古墳 1古墳|¨・下来原宇河角セ ド山1082-3

51:猿 ケ馬場古墳 1古墳|…下来原字猿ケ馬場528-1

52:金田2号墳 1古墳|…・下来原宇八蔵ケ原平1334-3

53:金田1号墳 1古墳|…・下来原字八蔵ケ原平1334-3

54:虚空蔵 1寺院跡|"・下来原字庵屋敷549

55:金田炉 1製鉄遺跡|・・・下来原字中屋敷上555-3

56:金田庄屋跡 |そ の他|…下来原字土居584-1

57:水佐古門遺跡 1遺物散布地|¨・下来原宇水佐古門田852-1

58:吉留鍛冶屋跡 1製鉄遺跡|…下来原宇加藤太夫1344

59:吉留寺跡 1寺院跡|¨・下来原字薬師堂474続 1

60:式 ケ迫領 1製鉄遺跡|…・下来原字炉ケ益1327

61:金屋平鍛冶屋跡 1製鉄遺跡|…Ⅲ下来原字金屋平1366

62:茶園ケ谷鉄穴 1製鉄遺跡1中●下来原字茶園ケ谷1288-1
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63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

吉留砦跡 1城跡|"・下来原字古城ケ谷1364-1

古留餌 1製鉄遺跡|…・下来原宇領ケ迫背戸1365-1

二反田経塚 1古墓|¨・上来原宇二反田下山後平985

大谷鍛冶屋跡 1製鉄遺跡1中 0上来原字松ケ益650内 3

唐谷鍛冶屋跡 1製鉄遺跡|¨・七条字唐谷ハ35

伊木餌 1製鉄遺跡|・・・七条宇七条炉口108

藤ヶ谷餌 1製鉄遺跡|¨・七条宇稗田後口473-1

角屋炉 1製鉄遺跡|…・七条字洗場イ776

於局給 |そ の他|…・七条字於局給イ139

山根谷領 1製鉄遺跡|¨・七条字 トイシケ原イ785-1

吉ケ原餌 1製鉄遺跡|¨・七条字篭院ケ谷イ799-6

青原餌 1製鉄遺跡|“・七条字椿ケ谷イ779-1

上の谷餌 1製鉄遺跡1中●七条字上の谷イ284

木原谷鉄穴 1製鉄遺跡|¨・上来原字奥田ヤ793-1

雲城山城跡 1城跡|¨・七条字椿ケ谷イ779-1

上来原炉 1製鉄遺跡|¨。上来原字蛇ノ谷奥848-1

郷田門遺跡 1遺物散布地|¨・上来原字下野田514

東鍛冶屋跡 1製鉄遺跡|¨・上来原字益山903

金木城跡 1城跡|¨・上来原字金木城907

国地区)

大利鍛冶屋跡 1製鉄遺跡1中●小国字大利イ518-1

大利領 1製鉄遺跡|…・小国字大折奥平イ859-12

田ノ原領 1製鉄遺跡1中●小国字勘場イ585-3

長沢炉 1製鉄遺跡|¨・小国字川平イ640

堂屋敷領 1製鉄遺跡|¨・小国字堂屋敷イ855

小国城跡 1城跡1中 ●小国字最中山イ804

柿ノ木遺跡 1遺物散布地|¨・小国字柿ノ木小国イ167-2

正念寺跡 1寺院跡|…・小国字古屋敷イ905-1

二子山鉄穴 1製鉄遺跡1中●小国字鉄穴イ247

暮ヶ谷餌 1製鉄遺跡|¨・小国字暮ヶ谷イ12

久佐谷餌 1製鉄遺跡|…・小国字久佐谷イ2

徳田経塚 1古墓|¨・小国字京塚口323

桃源寺跡 1寺院跡1中 ●小国字前屋敷口305-5

猿木Ⅱ餌 1製鉄遺跡|…小国字猿木ハ168

(/1ヽ

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95
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96:猿木 I餌 1製鉄遺跡|―・小国字猿木ハ169

97:火の追城跡 1城跡1中 ●小国字火迫城ハ433-2

98:宇栗道餌 1製鉄遺跡|¨・小国字堀田ハ96

99:坂根Ⅱ領 1製鉄遺跡|¨・小国字坂根門切ハ78

100:坂根 I餌 1製鉄遺跡1中●小国字表谷本益ハ89

101:作見谷鉄穴 1製鉄遺跡1中 ●小国字作見谷ハ59

102:小屋ケ谷領 1製鉄遺跡|¨・小国字餌床ハ346

103:桐 ノ木鉄穴 1製鉄遺跡1中●小国字狸ノ城ハ399-1

104:洗庭鉄穴 1製鉄遺跡|¨・小国字境ケ谷ハ39-1

105:境ヶ谷炉 1製鉄遺跡1中 ●小国字境ケ谷ハ313

106:雲 月峠古戦場跡 |そ の他|¨・小国字雲月ハ392

(波佐地区)

深笹 I炉 1製鉄遺跡1中●波佐字炉子イ11

深笹Ⅱ領 1製鉄遺跡|…・波佐字釜ヶ原イ44

深笹鍛冶屋跡 1製鉄遺跡|¨・小国字片ケ原イ703

夏焼炉 1製鉄遺跡|…・小国字夏焼

犬戻 り領 1製鉄遺跡|…波佐字餌床山ロロ108

長沢領 1製鉄遺跡|¨・波佐宇長澤イ250

藤尾領 1製鉄遺跡|・・・波佐字炉ケ谷イ1133

不来ケ原処刑場 |そ の他|…Ⅲ波佐字不来原イ270

小松木鉄穴 1製鉄遺跡|…・波佐字小松木イ1104

槙ケ曽根伊 1製鉄遺跡|…・波佐字大白イ谷イ1111

槙ケ曽根遺跡 1遺物散布地|…波佐字大白イ谷イ1111

黒瀬餌 1製鉄遺跡|…・波佐字領床イ172

善長寺跡 1寺院跡|¨・波佐宇寺床イ299

花城跡 1城跡|…・波佐字城山イ1172

121:漆谷鉄穴 1製鉄遺跡|¨・波佐字鉄穴イ1164

122:漆谷 I炉 1製鉄遺跡1中 ●波佐宇領ノ益イ331

123:漆谷Ⅱ餌 1製鉄遺跡|…・波佐字矢倉町イ333

124:夜無餌 1製鉄遺跡|¨・波佐字夜無イ351

125:地主鉄穴 1製鉄遺跡|¨・波佐字式手背戸山イ1179

126:桂迫餌 1製鉄遺跡|¨・波佐字石仏有ノ木谷菅沢イ1189

127:大人遺跡 |そ の他|¨・波佐字石仏有ノ木谷菅沢イ■89-103

128:ア ンの木鉄穴 1製鉄遺跡|…波佐字有ノ木谷菅沢イ1189-61

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120
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129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

餌ケ谷領 1製鉄遺跡|…・波佐字炉ケ谷イ1133

菅沢庄屋跡 |そ の他|¨・波佐宇菅沢イ491

菅沢墳墓 1古墓1中●波佐字沖ノ切尻イ497

アンの木前遺跡 1遺物散布地|¨・波佐字有の木前ノ切イ507

波佐代官所跡 |そ の他|¨・波佐字恵喜多イ5

常磐山の的場 |そ の他|・・・波佐字常盤山イ1195

千代帽子遺跡 |そ の他1中 ●波佐宇千代帽子イ555

波佐一本松城跡 1城跡1中●波佐字城山イ1254

剣の墓 1古墓|・・・波佐字王子ノロイ1261

千人塚 1古墓|¨・波佐字谷川イ664

釜町餌 1製鉄遺跡|¨・波佐宇釜町イ678-2

笠松峠の石畳路 |そ の他|…・波佐字立添エイ1231

うのや餌 1製鉄遺跡|¨・波佐字宇野屋イ759

宇谷領 1製鉄遺跡|…波佐字烏谷イ990

栃下鍛冶屋跡 1製鉄遺跡|…・波佐字栃下奥イ943第2

栃下 I炉 1製鉄遺跡1中●波佐字栃下奥イ948第 4

栃下Ⅱ餌 1製鉄遺跡|“・波佐字栃下奥イ948第 2

栃下Ⅲ領 1製鉄遺跡|…波佐字日ノ平奥イ1297

ウナギ測炉 1製鉄遺跡|…・波佐字餌原イ1015

来ル実餌 1製鉄遺跡|¨・波佐字来ル実イ1018

飯ノ山領 1製鉄遺跡1中 ●波佐字飯ノ山イ1020

打尾谷炉 1製鉄遺跡|¨・波佐字宇津尾谷中イ1039

鍋滝Π炉 1製鉄遺跡|¨・波佐字新屋田平イ1316

鍋滝 I領 1製鉄遺跡|¨・波佐字泊小屋益ヨリ西平宇津尾谷両平イ1319

泊小屋鉄穴 1製鉄遺跡|…・波佐字泊小屋益奥イ1318

鍋滝Ⅲ領 1製鉄遺跡|…・波佐字鍋滝泊小屋東平

(長田地区)

155:表谷鉄穴 1製鉄遺跡|…・長田字大井谷奥山口261

156:八幡岩遺跡 |そ の他|¨・長田字八幡荻口260

157:表谷領 1製鉄遺跡|…・長田字カジヤ床口86

158:丸追鉄穴 1製鉄遺跡|"・長田字九迫谷山口286

159:恵 日山本覚寺跡 1寺院跡|¨・長田字上引寺口58

160:水見城跡 1城跡|¨。長田字九迫山口287

161:千年比丘遺跡 1古墓|“・長田字中山 (千年比丘古墳群と同一)
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162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

:長田郷遺跡 1遺物散布地|¨・長田字鉄穴池口173内3他

城ノ前遺跡 1遺物散布地|¨。長田字城ノ前口101他

田面庄屋跡 |そ の他|…・長田字田屋口228

堂ヶ原餌 1製鉄遺跡|¨ 。長田字堂ヶ原イ42

正古庵跡 1寺院跡|…・長田字正古庵イ60

正古庵鉄穴 1製鉄遺跡|…・長田字鉄穴堀イ395

長田城跡 1城跡1中 ●長田字岡イ69

ダアダラ領 1製鉄遺跡1中 0長田字領町イ106

傍示西平土塁 |そ の他|…。長田字傍示西平イ467

大潰鉄穴 1製鉄遺跡|¨・長田字牛岩平イ452

吹ケ迫餌 1製鉄遺跡1中 ●長岡字吹ケ迫イ263

寺田庵跡 1寺院跡|¨。長田字寺田イ270

トヤゴウ鉄穴 1製鉄遺跡|¨。長田字鳥屋郷イ467

彬示餌 1製鉄遺跡|・・・長田字膳示西平イ467-1

千元窯跡 1窯跡|¨・七条若林

馬場窯跡 1窯跡|¨・七条新開

今浦窯跡 1窯跡1中 ●下来原今日

大吉屋窯跡 1窯跡|・・・七条若林

みさわ窯跡 1窯跡|¨・七条新開

千年比丘窯跡 1窯跡|¨・長田490番地外

:中曽根東平窯跡 1窯跡|¨・長田字中曽根東平

黒瀬 I遺跡 1散布地|¨・波佐三栄

馬場遺跡 1散布地|¨・波佐馬場

千年比丘古墳群 1古墳|"・長田490番地外

七渡瀬 I遺跡 1散布地|…波佐イ425番地

七渡瀬Ⅱ遺跡 1散布地|… 。波佐イ44卜1

ナゴダ遺跡 (遺物散布地)―。長田

3.調査に至る経緯と調査の概要及び地域史研究上の課題

① 七渡瀬 I遺跡

《波佐多目的集会施設の建設》 金城町は、1991(平成3)年 12月 9日 に波佐地区に多目的集会

施設建設の基本計画を決定してその実現に取 り組むこととなった。このことは、現存の公民館が

手狭であることと、多様化する町民のエーズや地域活動の場として十分に対応できないことが理

由の第一にあげられる。ために地元からは新施設建設要望が強く提出され、町としても生涯教育
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の必要性が叫ばれるようになった状況にも鑑みて実現に踏み出したことであった。この間の詳細

な経過については第Ⅲ部の報告に示してある。

《試掘調査》 問題は用地の設定である。町としては、現在の公民館との位置関係、民俗資料館

や「和紙の館」等の公施設との一体的利用ができる場所にということで民俗資料館南側の土地が

選ばれたのであった。しかし、この地は「和紙の館」建設の際に発見された七渡瀬 I遺跡と連続

しており、当然この遺跡と関連する遺跡の存在が予測されたのであった。そこで町としては遺跡

の所在を確認 した上で建設計画を検討することとして、その調査法を教育委員会に委ね、1992

(平成4)年3月 に大谷晃二の指導のもと町教育委員会職員の手で試掘調査が実施されることと

なった。

この調査は、3月 9日 ～4月 5日 にわたって実施された。調査の目的は土層の堆積状況と遺構の

有無の確認に置かれ、調査方法としては建設予定地に東西 。南北にとった縦横方向の軸線を基準

に10m方形区を設定し、さらに、その要所に2x2mの グリッドを設けて発掘することにした。

その成果の概要は以下の通 りである。

1)土層の堆積について。本遺跡の層序は、 I層 (耕作土.床土)一 Ⅱ層 (遺物包含層・黒褐

色土)一 Ⅳ層 (基盤層・黄褐色砂質土)と して捉えられ、Ⅲ層 (遺物包含層・黒褐色粘質土.

砂礫)は、南部でⅣ層の上部に堆積していることが認められた。これらの層は、さらに数層に

細分することができる。

多くの遺物が包含されたⅡ層は東で厚く、西では薄 く堆積していた。この現象は、直接的に

は基盤層そのものが北西方向にむかって高さを減じていることと関連するが、洪水等による変

形もあると考えられる。Ⅱ遺跡の西につながる I遺跡の一部は、コ遺跡の包含層の流出によっ

て形成された可能性がある。

�)遺構としては住居址と思われる遺構を3～ 4カ 所、ピット数個を検出した。

�)出土遺物としては、縄文土器 (晩期)、 弥生土器 (前・中・後期)、 土師器、須恵器、陶磁器

が得られた。また南部の湿地の調査区では木片等が検出された。

以上により集会施設建設予定地は縄文時代から中・近世に至る集落遺跡であることが確定 し

た。ここで遺跡名を正式に七渡瀬Ⅱ遺跡として呼称することとなった。

で第1次調査》 試掘調査によって七渡瀬Ⅱ遺跡が中国山地の北斜面域で貴重な集落遺跡である

と判明したことを受けて遺跡の保護と建設計画とをどう調整するかが問題となる。金城町として

は、集会施設が国の補助金による建設であり、予算執行を迫られていること、波佐地区では代替

用地が容易に見出されないこと、とりわけてこの施設が、診療所を置き、高齢者の保養所として

の機能をもたせるべく企画されていることから高乾地が好適とされることと、先に挙げた他の公

的施設との連関性を重視する視点等は外せないという事情があつた。

この立場から町教育委員会は県教育委員会とも協議、基本的には民俗資料館南側の平坦地に集

会施設を建設することとし、その際遺構を可能な限り損壊しない建設方法をとることで事業を進
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めることになった。そこで上記の建設予定地内の遺構分布をより詳細に把握し、集落遺跡として

の諸側面をいま少し正確に捉える必要から第1次の発掘調査を実施することとしたのである。ま

た、前年から行われていた千年比丘古墳群の調査と対応させ、集落と墳墓を統一的に捉えて地域

史の断面をより立体的に解明することも併せ追及することを含めて調査に取 り組むこととしたの

である。調査は、田中義昭が全体的な統括役を引き受け、島根大学考古学専攻生等と地元町民の

手で実施された。調査期間は7月 20日 から8月 10日 の22日 間に及んだ。

成果の概要は下記の通 りである。

i)試掘調査で遺構の存在が確認された個所を中心に発掘を進めた結果、3個所で4棟の竪穴

住居址 (弥生時代終末期 もしくは古墳時代初期のもの2棟、奈良時代のもの1棟、時期不

明1 棟)を発見した。

五)他に多数のピットや土墳、あるいは建物の柱の基礎のような遺構が検出された。

�)調査地の南部は谷状に陥ち込み、その縁辺には川石の礫を貼り付けた石塁状の遺構の存在

が明らかになった。

�)出土遺物は、縄文土器 (後・晩期)、 弥生土器 (前・中・後期)、 土師器、須恵器、陶磁器等

で、石器類はほとんど得られていない。東播系土器や輸入陶磁器等の出土が注目された。

今次の遺構の分布と性格の確認を目的にした調査により、七渡瀬Ⅱ遺跡では、弥生時代終末期

もしくは古墳時代初期の集落址が中央から東側に存在すること、これと重なるように奈良時代や

中・近世の集落址の営まれたことが十分予測されるところとなった。

そこで町としては建物を当初の予定より南西部に移動 して立てることに計画変更をおこない、

住居址等の遺構が検出された部分は、盛土して植え込みや簡易舗装の駐車場として地下遺構を保

存する方策を取ることにした。これにより建設地は南部に拡大されることになり、町は当該地の

買い上げと試掘調査を行つている。試掘の結果は、この個所は長田川の砂礫層が厚 く堆積してお

り、遺構の存在は確認できなかった。

なお、石塁状遺構については第2次調査の期間では性格や構造について把握が十分ではなかつ

たことと、一部が建物の下に埋没されることが避けられないことにより、12月 に補足調査を実

施した。調査は竹広文明が担当した。その結果この遺構は、近世以降の構築の可能性があること

が半J明。同時に改築されたことも知られた。

《第2次調査》 集会施設の建設が遺跡の西半分に行われることとなって、この部分の事前調査

が必要になった。町教育委員会では新たに専任の埋蔵文化財調査担当職員 (久保谷浩二)を採用

して調査に臨んだ。調査は1993(平成5)年3月 から6月 にかけて実施された。

先にも触れたように、遺跡の西半分は長田川の激しい洪水に見舞われたためか、Ⅱ層の遺物包

含層がきわめて薄く、場所によってはI層 の下にはⅣ層が直接露呈 したところも少なくなかっ

た。そして大小の川石が点々と分布する様子がみられた。したがって住居址等の遺構は見当らず、

多数のピットや土壊を検出したに留まる。また遺物の量 も第1次のそれと較べるとかなり少な
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く、施設建設による遺構の破壊は幸か不幸か、偶然にも最小限度に留めることができたといって

よいように思う。

《集会施設の建設》 以上2次 にわたる考古学的調査の終了を待つて1993年 7月 15日 から建物の

建設工事が開始された。面積1168♂、総工費約3.9億円、平屋建のこの多目的集会施設は、公募

された名称で「ときわ会館」と名付けられ、12月 に完成して同月12日 に盛大な竣工式が挙行さ

れた。数千年にわたつて波佐地区の中心街区として利用されてきた遺跡所在地に21世紀を展望

した地域活性化の拠点になることを願って多目的施設が建設されるのも偶然のなせる所業とも思

えない。破壊の上に建設された施設が120パーセントの効力を発揮できるよう願うや切である。

② 千年比丘古墳群

《調査の動機》 金城町長田地区の千年比丘丘陵上に古墳とみられる隆起部分が教個所あり、そ

のひとつが前方後円墳形をしているので調査をしたらどうかという話が、町文化財審議委員で町

史編纂員を努める隅田正一氏等から出された。偶々これを聞き及んだ田中が現地を実見して、丘

陵の尾根上に並ぶいくつかの隆起部分に古墳の可能性があることを示唆 した。町教育委員会で

は、折から町史編集に取 り組んでいることでもあり、発掘調査を実施して実態の解明に乗 り出す

ことになったのである。

《測量調査》 調査の手順として、まず外形の測量から始めることとなり、これを浜田高校に赴

任していた大谷がクラブ活動の一環として同校歴史部の生徒を率いて行うことにし、町教委職員

が全面的に調査を補佐した。なお、測量開始前にワール ド航測コンサルタントによる基準点の設

定が行われている。

測量調査 (第 1次調査)の期間は1991(平 成3)年8月 6日 から12日 までの7日 間である。この問

に丘陵北端の円丘と、これと鞍部を隔てて存在する東西方向主軸の前方後円墳様の隆起部の外形

を測量して記録 した。その結果、かの円丘は直径約20m、 高さ約3mの円墳の可能性が強まっ

た。前方後円墳様丘については全体の測量を進めると同時に、「くびれ部」に相当する個所を試

掘調査して古墳かどうかの決め手を得る努力を試みた。結論的には古墳と断定するための徴証は

検出しえず、さらに詰めの調査が必要であることを確認して今次の調査は打ち切 りとした。

《発掘調査 。第2次調査》 第1次調査の結果をうけて円墳(1号墳)と 前方後円墳様の丘 (「2号墳」)

に対し発掘を実施して、その実態を確定することにした。調査は、第1次調査を担当した大谷と

浜田高校歴史部が主体となり、これを島根大学考古学専攻生や町教委職員、地元町民が支援する

ことになった。調査期間は、七渡瀬Ⅱ遺跡の調査と併行 して進めることで7月 21日 ～8月 16日 ま

での27日 間にわたつて実施した。その結果は次のとおりである。

1号墳については、墳頂部に東西にほぼ平行する長方形土壌の存在を確認し、その中央主体を

発掘。これが組合木棺を内蔵した墓娠であることを掴んだ。その造営期は、壊上から検出された

鼓形器台等の形態的特徴から弥生時代末ないし古墳時代初期であると判定された。

「2号墳」に関しては、「後円部」様丘と「前方部」様丘、両者の接合部に対 してかなり徹底
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した トレンチ発掘を実施したが、今次も、残念ながら、これを古墳とする証例は得られず、自然

丘が偶々「前方後円」形をなしていたものと結論するに至った。

1号墳、「2号墳」の調査が峠を越 したところで B区 とした地区に対 して試掘調査を行つた。

同地区の尾根部に平坦面がありその一部に起伏が認めれ、これが低墳丘墓かと疑われる節があつ

たからである。結果としては、積極的な事実は認められないものの、遺構とみられる部分が存在

することを確かめたところで作業を打ち切つた。

《補足調査 。第3次調査》 1998年 と1994年 に1号墳に係る補足調査、A、 B区の遺構確認調査

を実施した。1号墳の調査は、主として墳丘規模の確定のために、A、 B区では低墳丘墓の存在

の有無を確認することが課題であつた。調査期間は1998年 8月 7日 から25日 までと1994年 3月 に2

日間にわたっている。その結果は、1号墳が地山削出しの墳丘で、規模は直径15m、 高さは2m
であることを確定した。

A区の調査では墳墓と思われるものは存在しないことが知られ、B区では先の試掘で検出した

角礫群下から炭化物・焼上、釘状の鉄器を検出し、これが埋葬遺構であることを突き止めたが、

年代等は明らかにしえていない。

③ 地域史研究上の課題

金城町教育委員会が責任主体となり、これに島根大学考古学研究室、県立浜田高校歴史部、波

佐文化協会、地元町民の全面的な支援体制で取り組んだ七渡瀬Ⅱ遺跡と千年比丘古墳群の調査の

経緯は以上の如くである。積み残 した調査課題が多々あることを自認するのであるが、これらの

調査が当初の予想をはるかに超えて、波佐地区全体の地域史を解明する方向に進み、その展望を

開いたことに些かの満足を覚える。

ここの成果と問題点はそれぞれの項目に譲るにしても、波佐 。長田地区が周布川の最上流部に

位置し、同時に本区域が陰陽の境界部を占めている点に地域史の特性が付与される最大の地理的

歴史的条件が存在することを改めて確認しておきたい。このような地域の諸条件を活かした生産

活動の積極化と文物の頻繁な交流こそが、地域の存在意義を高めるなによりの課題であることを

示しているのである。 (田 中 義昭)

― -1←



第 I部 七渡瀬 Ⅱ遺跡の調査





1.七渡瀬 Ⅱ遺跡 の位 置 と周辺 の遺跡

七渡瀬Ⅱ遺跡は金城町大字波佐イ441-1番地に属し、周布川と長田川が合流する地点の南東部

に位置している。この立地個所は急峻な山岳の裾部に形成された河岸段丘面とみられるが、その

段丘の形成は、周布 。長田両河川により側縁部を侵食されて山裾沿いに回廊状の平坦地となった

ものと思われる。同時に、ここは波佐 。長田地区ではもっともまとまった高乾な平地で、公民館

や歴史民俗資料館等の公共施設が集まっている。

周布川は比較的幅広い河谷平地をぬって南西から西方向に遡り、やがて中国山地の山裾に達す

るや急流をなし、水源は匹見町東部域に及んでいる。他方長田川は南方向に延び、水源を県境大

佐山一帯に発している。長田川の谷幅は狭く、傾斜も急であり、増水時の水勢はこの川の方が強

い。七渡瀬遺跡群は幾度か洪水に見舞われたようであるが、遺跡を襲う水は長田川のものであっ

たと考えられる。つまり遺跡の南側が長田川の流れの攻撃面に当るというわけで、この側から石

塁状の遺構が検出されたことの意味を理解することができる。

この細長い盆地状の平野で発見されている遺跡については、序説のところで概略を述べた。こ

こでは、波佐・長田地区に限つて、時代を追ってやや詳細に遺跡の展開状況を概観して後章の参

考としよう。

《縄文時代》 波佐・長田地区で最初の人跡が認められるのは、日下のところでは縄文時代後期

である。七渡瀬Ⅱ遺跡では後期の土器が採集されているほか、長田郷遺跡で同時期の土器がかな

り出土している。長田遺跡では石斧・石鏃の発見もあり、 ドングリがまとまった状態で検出され

た。縄文時代後期の遺跡は山陰各地に見出され、このころが採集経済を基礎とする縄文時代の画

期であつたことが知られている。波佐・長田地区における人の定住化の始まりも、このような画

期のなかで実現したものと思われる。

七渡瀬 I・ Ⅱ両遺跡では晩期縄文土器の出土が目立っている。長岡郷遺跡でも晩期の土器が少

なからず検出された。後期に開始された縄文集団の居住がいつそう広がってきた様子を伺うこと

ができるであろう。そしてそれらの土器群中に突帯文土器がかなりの割合を占めている事実か

ら、初期の稲作農耕受容の事情を推定する手掛かりが得られるかも知れない。

《弥生時代》 弥生時代の遺物は、縄文時代同様に七渡瀬 I・ Ⅱ両遺跡と長田郷遺跡から発見さ

れている。七渡瀬 I・ Ⅱ遺跡では前期弥生土器がかなり検出されたほか中期や後期の土器も発見

されていて、ここに稲作農耕集落が継続的に営まれていたことが推定される。長田郷遺跡の宵時

は後期のものである。出土量がかなりあり、七渡瀬に次ぐ規模の集落の存在したことが推定され

る。弥生時代中～後期は集落の分岐・増大が多いに進んだ時期で、この波佐 。長田地区でも、お

そらく七渡瀬集落から親別れした子集落がいくつか成立していたように思われる。そしてこれら

が一体になって地域の共同社会を形成していたのではなかろうか。千年比丘1号墳の被葬者は、

この地域社会を統率する最初の首長であつたと思われる。
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第3図 七渡瀬 Ⅱ遺跡 と周辺の地形 (圃場整備前 )
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第2表 波佐・長田地区遺跡表

参考文献
島根県那賀郡金城町内遺跡分布調査報告書 I―波佐・長田地区― 金城町教育委員会 1986年
島根県遺跡分布図Ⅱ (石見編) 島根県教育委員会 1992年

困
種 別 遺 跡 名 所  在  地 現 状 遺 跡 の 状 況

ユ 散 布 地 七 渡 瀬 I遺 跡 金城町大字波佐イ425番地 施 設 縄文、弥生、土師器、須恵器

陶磁器、石器

住居跡地 七 渡 瀬 Ⅱ遺 跡 金城町大字波佐イ44卜 1 施 設 縄文、弥生、上師器、須恵器

陶磁器他

住居跡 (古墳時代、奈良時代 )

古 墳 他 千年比丘古墳群 金城町大字長田イ490外 山 林

古  墳 千年比 丘 1号 墳 古墳時代前期

千年比 丘 2号 墳

経  塚 千 年 比 丘 経 塚 川原石積の経塚

十年比丘B地 区

4 散 布 地 長 田 郷 遺 跡 金城町大字長田口173内 水  田 縄文、弥生、土師器、須恵器

陶磁器他

散 布 地 城 ノ 前 遺 跡 金城町大字長田口101 水 田 須恵器、陶磁器

そ の 他 田 屋 庄 屋 跡 金城町大字長田口228 水 田

寺 院 跡 正 古 庵 跡 金城町大字長田イ69 国 道 消滅

製鉄遺跡 正 古 庵 鉄 穴 金城町大字長田イ395 山 林 鉄穴水路跡

城  跡 波佐一本松城跡 金城町大字波佐イ1254 山 林 山城、畝状空堀群の縄張

町指定

ll そ の 他 千 代 帽 子 遺 跡 金城町大字波佐イ555 水 田

そ の 他 常 盤 山 の 的 場 金城町大字波佐イ1195 山 林

榎 古  墓 剣  の  墓 金城町大字波佐イ1261 原 野

I 代官所跡 波 佐 代 官 所 跡 金城町大字波佐イ5 宅 地

14 散 布 地 アンの木前遺跡 金城町大字佐波イ507 水 田

E 庄 屋 跡 菅 沢 庄 屋 跡 金城町大字波佐イ491 畑

ll 古  墓 菅 沢 古 墓 金城町大字波佐イ497 雑種地

U 製鉄遺跡 堂 ヶ 原 炉 跡 金城町大字波佐イ42 宅 地

LE 窯  跡 千 年 比 丘 窯 跡 金城町大字長田イ490 山 林 瓦窯(明治時代)
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第4図 波佐・長田地区の造跡 (S=刊 /25,000)
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第5図 七渡瀬 I・ Ⅱ遺跡の位置

《古墳時代》 古墳時代の遺跡には千年比丘丘陵上の古墳のほかに七渡瀬Ⅱ遺跡で検出された住

居址などがある。また、長田郷遺跡で弥生時代後期から引き続き集落の営まれていたことが確認

される。千年比丘1号墳は、古墳時代の初期の円形墳で、弥生時代の末期に現われる墳丘墓の伝

統を色濃 く残 している点が目を引くようだ。七渡瀬Ⅱ遺跡発見の2棟の住居址も1号墳とほぼ同

時期に営まれたもので、長田川の氾濫によって倒壊 したことが判明している。この2棟のほかに

も数棟の住居が存在し、それらがひとまとまりになって集落を形作つていたと思われるが、詳細

は不明である。ともあれ、古墳時代初期の集落が存在したことを確認する必要がある。七渡瀬 H

遺跡では古墳時代後期の土器も採集されているので、この頃にも集落が営まれていたことが推定

される。

《奈良 。平安時代》 この時代の遺跡は七渡瀬遺跡群と長田郷遺跡である。前者からはかまど付

きの小規模な竪穴住居址が発見され、遺跡全体でこの時代の土器が検出されている。古墳時代と

同様に数棟の住居からなる集落があったことを想定してもよいであろう。長田郷遺跡では住居址

等の遺構は発見されていないが、この時代の土器が相当量出土していることから、ここにも小規

模な集落が営まれていたとみてよいであろう。

《中世》 波佐一本松城 (町指定史跡)は 中世城郭として著名で、これまでの調査で畝状空堀群、

曲輪、水路等の遺構が捉えられている。城跡南東に位置する城の前遺跡からは中世の土器、輸入

‐●`Jr
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青磁が採集されている。城との関係が問題になる遺跡である。安芸一石見を結ぶ交通の要衝地に

立地する遺跡群として今後のより詳細な調査が期待される。千人塚、剣の墓は、1386年の波佐

谷の合戦の際戦死者とその遺品を埋葬した古墓とされる。

他の中世城郭跡として水見城跡、花城跡、長田城跡等がある。水見城跡は波佐一本松城の南西

約500mの同一尾根稜線上にあり堀切や郭の広がりが認められる。

《近世》 この期の遺跡としては、まず波佐代官所跡が挙げられる。1617(元和3)年の開設で、

波佐組7カ 村3000石 を管轄していた。1788(天 明8)年廃止されている。この他に庄屋跡と「たた

ら」製鉄遺跡がある。菅沢庄屋は慶長2年 に開設され初代庄屋には田中屋善兵衛宣安が任命され

ている。その後、1686(明 暦2)年波佐村が三分され、新しい東谷村に田屋庄屋が新設されてい

るが、その跡が現存する。この庄屋は1717(亨 保元)年に波佐、東谷の両村が元の一村に統合

されて廃止されている。

「たたら」製鉄とそれに関連する遺跡としては正古庵鉄穴跡と堂ケ原鑢跡がある。前者には「か

んな流し」の水路跡があり、後者は現住宅内に残されている。開設年代は後者が宝暦12年 となっ

ている。前者については不明。これらの製鉄遺跡は西中国産地の良質な砂鉄、豊かな森林、それ

に水資源を利用して展開された当地方の代表的な近世産業遺跡である。「たたら」製鉄は近代初

頭まで継続されている。

《近代》 明治期の遺跡として残されているものに千年比丘窯跡がある。丘陵の先端に営まれた

瓦窯である。

七渡瀬遺跡周辺の代表的な遺跡を取 り上げると以上のようになる。なお、時代不詳の遺跡とし

て菅沢墳墓、常盤山の的場と千代帽子遺跡等も注目される。後二者は波佐人幡宮に関連する遺跡

で、現在28mにわたって矢道が残つている。

波佐・長田地区は周布川上流の小盆地で、山陰と山陽を結ぶ街道の要衝にあり、規模は小さい

が特色のある遺跡がコンパクトな形でまとまって存在している。これらの個々の内容と特徴を提

えることによって陰陽交流史の流れや様相が解明されるものと思われる。

(久保谷浩二 )
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基本層序  I層 耕作土、近世以降の客土・堆積土
など

遺物包含層
近世以前の旧河道堆積土
基盤層

②暗黒色砂質土
Ⅳ①暗黄褐色砂質土
C-1区
I①耕作土
③白色砂
⑤青灰色粘上

青灰色粘土

黄掲色砂
色泥質土層

C-2区
I①耕作土
②明黄褐色砂質土
③明黄白色砂質土～Ⅳ層との区別が判然としない。

Ⅳ①暗赤黄褐色砂質土～粒子の細かい層
C-3区
I①耕作土
②ニガ土 暗赤褐色土～赤色と黄色の粒を含む。

Ⅱ①淡黒灰色土
②黒色土
③黒灰色土

Ⅳ①暗黄褐色砂質土層
②砂 層 ～若千の礫が混じる
③砂礫土 ～砂・礫・土が混じる。下層ほど大型

の礫層となる。
C-4区
I①耕作上
②ニガ土 明黄橙色砂質土

Ⅱ①黒色砂質土  ～黄色、橙色の5mmく らいの
プロックを含み、汚れた色調。

②暗黒色粘質土 ～しまりなく、①よりも純粋な
琶巳

。

Ⅳ①暗黄褐色砂質土～角礫含む。
C-5区
I①耕作土
②黒灰掲色粘質土
③ ニ ガ土

Ⅱ①淡黒灰褐色粘質土～しまりあ り、 I①層 に似
る。lmm以 下の白色砂粒あ り。 (旧 耕作土

層
層
層

Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ

か ?)
②暗黒灰褐色粘質土～しまりあ り、白色粒を含

む。
③濃暗黒灰褐色土 ～しまりなく、粘性に富む。

白色粒はない。
Ⅳ①暗黄褐色砂質土 ～角礫合む。
D-1区
I①耕作土
②ニガ土

Ⅱ①暗黒色粘質上～砂礫を多 く含む。
Ⅳ①黒色土～礫を多く含む。
②砂 礫～上面に厚さ2～ 5 cmの 粘土層がブロツ

ク状にあり。
③砂 礫～大型の礫 を含む。礫の間に粘上 をブ

ロック状に含む。
④細砂
⑤粗砂礫～鉄分多い。

D-2区
I①耕作土
②ニガ土 暗黄褐色砂質土

Ⅱ①暗黒褐色粘質土
②淡黒灰褐色粘質土

Ⅳ①明黄褐色砂質上
D-3区
I①耕作土
②ニガ土 淡褐色砂質土

Ⅳ①黄褐色砂質上
②淡灰褐色砂質土～ほぼ砂といってもよい。
③H音黄橙色砂質土～この層の上面に鉄分の層があ

る。
①砂
⑤砂 礫～下層は完全な礫層 となる。

D-4区
I①耕作土
②ニガ土 黄褐色砂質上

Ⅱ①淡灰褐色砂質土
②暗黄褐色砂質上
③黒褐色砂質土

Ⅳ①明黄掲色砂質土
E-1区
I①耕作土
②ニガ土 明黄橙色砂質土

Ⅱ①淡黒灰色砂質上～色調などI①層に似る。
Ⅳ①暗黒褐色粗砂 ～鉄分により黒い。粗い砂層と

いってもよい。数 cmの礫を多く含む。
②暗褐色粗砂
③黄白色粗砂～均質な砂層
④明黄褐色細砂～均質な砂層
⑤暗黒掲色粗砂礫
③暗褐色砂礫

E-2区
I①耕作土
②ニガ土 明黄橙色砂質土

Ⅱ①淡黒灰褐色砂質土～粒子は I① と同じであり、
色調のみが違う。そのため遺構か否かは不明そ
ある。根による撹乱であろうか ?

Ⅳ①明黄褐色砂質土
②砂礫層～粗い砂中に拳大の円礫多数を含む。

E-4区
I①耕作土
②ニガ土 明黄橙色砂質土

Ⅳ①淡黒灰褐色砂質土 ～Ⅳ②に根などが浸透し、
撹乱したものか ?

②
´
淡灰黄褐色砂質土～粒子は③②に同じ。

③砂 礫～下層ほど砂粒が粗くなり、砂を含む。
F-3区
I①耕作土
②ニガ土 明黄橙色砂質土

Ⅱ①淡黒灰色砂質土層～色調は I①に似る。 しまり
があ り、黄掲色のブロックを含む

A-1区
I①耕作土
②水田客土 赤黄白色砂質上～赤黄色、白色の大

きな単位の互層
③旧耕作土 黒色土
④砂層   ～水成堆積による
⑤黒色泥質上層

B-1区
I①耕作土
②青灰白色粘土
③白色砂  ～水成堆積による
④赤黄褐色砂～水成堆積による
⑤青白色粘土
③黒色泥質土層

B-2区
I①耕作土 淡灰褐色粘質土
②ニガ土 明黄褐色砂質土

Ⅱ①淡灰褐色粘質土～2～3mmの 黄掲色のプロッ
クを多 く含む。 (旧耕作土か ?)

②明黄褐色砂質土～ I②層よりも明るい。 (旧ニ
ガ土か ?)

③暗黒色粘質土 ～lmm以 下の白色粒子 を含
む。

Ⅳ①暗黄褐色砂質土～Ⅱ③ との境はあいまいである
が、下ほど明瞭な砂質層 となる。

B-3区
I①耕作土
②明黄褐色粘質土
③明黄褐色砂質土

Ⅱ①淡灰褐色粘質土～5mmく らいの白色、黄色の
ブロック含む。 (旧 耕作土か?)
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2.調査の経過

(1)試掘調査(1992年 3月 )(PL.2)

(経過と調査方法)

試掘調査以前には、公民館建設予定地では遺物など一切知られておらず、遺跡としては認知さ

れていなかった。一方、この建設予定地の西に隣接する「和紙の館」ではその建設に際して少な

からず土器が出土し、七渡瀬 I遺跡と呼ばれていたことから、当然今回の公民館建設予定地にお

いても遺跡の存在が予想された。むしろ、七渡瀬 I遺跡が遺物包含層であつたことから、これよ

り高い位置にある建設予定地は、 I遺跡の遺物が本来帰属 していた遺構 。集落址の存在が予想さ

れたのであった。そこでまず、試掘調査によって遺跡の存在とその範囲を確認することとなった。

調査は、1992年 3月 9日 ～4月 5日 の延べ11日 間、大谷晃二が担当者となり、町教育委員会職員の

補佐により実施した。

発掘区は、2×2mの グリッドとした。これを建設予定地6面 の水田ごとに南北方向に10m問

隔で配置し、各水田面のグリッドが東西方向にも並ぶように設定 し、合計11の グリッドを設け

た (第6図 )。 調査の目的から、発掘は遺構の所在確認にとどめ、遺構内の発掘は行わない方針

とした。

(調査の経過と基本層序の確認)

調査は手掘 りによる耕作土の除去から始めた。土器の細片を含む耕作土とニガ上を除去する

と、数10 cmか らlmほ どの厚さで土器を含む黒色ないし灰褐色の土層 (Ⅱ 層 。遺物包含層)が

認められた。このⅡ層はさらに二ないし三に分層ができ、B-2区ではこの層の中にピットが認め

られたため、この層の中にも遺構面が存在することがわかった。このコ層は、調査範囲の東側ほ

ど厚 く堆積し、遺物量も多い。調査範囲の西側でも厚い部分があるが、ここでは礫を大量に含み、

遺物は数点と少ない。調査範囲の中央部の C-2区、D-3区 などではこの層が確認されなかった

り、きわめて薄い堆積状況を呈していた。これらは、本来凹凸状態で堆積 していた遺物包含層が、

現状の水田を造成する段階で平らに削平されたものと思われる。

この遺物包含層 (Ⅱ 層)を 除去すると、責褐色ないし黒色の砂質土層 (Ⅳ層の上部)の存在が

認められた。調査範囲の北東よりの B-2区、B-3区、C-4区、D-4区では、Ⅳ層を切つてⅡ層の

落ち込みが確認され、これを遺構と判断した。調査方針から、遺構内の発掘は行わなかったため、

検出した遺構の性格や時期は不明であるが、竪穴住居、柱穴、土城などと推定された。

遺構が確認されなかったグリッドでは、遺跡の基本層序と地山・基盤層の確認のため、重機を

使つてとくに深く掘 り下げた。この結果、黄褐色ないし黒色の砂質土層 (Ⅳ層上部)の下には砂

礫層 (Ⅳ層下部)が形成されており、Ⅳ層が基盤層であることが判明した。

このようにして、遺構の存在と基本層序が次第に明らかになった。さらに調査区を南へ増設し



たところ、A-1区、B-1区 、C-1区 において、他とはまったく異なる層の存在が認められた。す

なわち、耕作土の下に水成堆積を思わせる数10 cmの無遺物の砂層 と10数 cmの粘土層(A-1区

の I ttC層 、B-1区 ・C-1区 のI引②～⑤層)、 さらにその下に数10 cm以上の泥炭状の黒色土層

(A-1区 のI ttC層 、B-1区 。C-1区 のI引C層 )が検出された。この黒色土層は、その上部でア

シなどの植物遺体、須恵器、青磁、加工木材の細片などが出土した。C-1区 のこの層の下からは、

縄文時代晩期の粗製土器が1片出土した。さらに若干掘り下げると、地表からlmの深さで人頭

大の礫があらわれ、湧水が始まったため、黒色土層の下面を確認することはできなかった。

この泥炭状の黒色土層と、北側のグリッドの遺構検出層 (Ⅳ層)と の層序は直接確認しなかっ

たが、この上層は、調査範囲の南側に溝・池・旧河道などが存在し、これに堆積したものと思わ

れた。この層を覆って、水成堆積砂層が存在することは、いつの時代かに長田川の氾濫があった

と推定した。

このように、黒色ないし灰掲色の土層 (Ⅱ 層・遺物包含層)に よって遺跡の広がりを確認し、

さらに深掘りによって遺跡の基本層序を把握して、試掘調査を終了した。

(調査区の概要)

主な調査区の概要は以下のとお りである。

(A-1区 )

耕作上の下にlmの厚さで客土があり、その下に厚さ0.3mの 砂層 (I―④層)、 表土下1.6m

で泥炭状黒色土層 (I―⑤層)を検出した。B-1・ C-1区 のように砂層は検出されなかった。

(B-1、 C-1区〉 (PL.3)

耕作土下に無遺物の砂層があり、これは薄く粒子の細かい砂または粘土が幾層にも堆積してお

り、水成堆積であると認められた。砂層の下は粘土層(I一⑤層)、 その下に黒色土層(I―C層 )

が堆積していた。この黒色土層の下面は確認していないが、C-1区 の表土下1.2mで 人頭大の礫

が多数検出された。遺物は、黒色土層 (I―⑥層)か ら縄文時代晩期の粗製土器が出土した。

(D引 、E-1区〉  (PL.7上 )

砂層・黒色土は認められず、耕作土・床土の下は黒掲色砂質土層 (Ⅱ 層)であつた。両区で厚

さに著しい差が認められたが、ともに礫を多量に含む。その下は数10 cmか ら拳大の礫で構成さ

れる基盤の砂礫層 (Ⅳ層)である。

(B-2区 ) (PL.4上 )

竪穴住居址 (後の1-a号住居)1と ピット2を 検出した。竪穴住居址とピットの1つ は、Ⅳ層上

面から掘 り込まれている。もう1つのビットは調査区南壁で確認された。上下三層に分かれる黒

掲色土層のⅡ―下層上面から掘り込まれている。これによって、Ⅱ層中にも遺構面があることが

わかった。これらの時期は試掘調査段階では確認していない。
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(C-2区〉 (PL。5上 )

耕作土・床土の直下が黄褐色砂質土層 (Ⅳ ―①層)であり、遺物包含層 (Ⅱ 層)はまったく検

出されなかった。

(D-2、 E-2区〉 (PL.6上 )

D-2区は黒褐色砂質土層 (コ 層)が厚く堆積し、E-2区はきわめて薄い。E-2区 では不整形の

落ち込みが若千土層断面で確認された。

(B-3区 ) (PL.4下 )

ピット7、 土壊または竪穴住居址と推定されるもの1を 検出した。すべてⅣ層上面から掘り込

まれている。柱穴は径20～ 30 clxlを 測る。

(C-3区〉

黒褐色砂質土層 (Ⅱ 層)がきわめて薄いが、調査区東壁で不整形の陥ち込み二個所が認められ

た。黄褐色砂質土層 (Ⅳ 一C層 )は厚く、その下に砂礫層 (Ⅳ ―C層 )が認められた。

(D-3区) (PL.6中 )

Ⅱ層は認められず、薄い黄褐色砂質土層 (Ⅳ ―①層)の下に砂礫層 (Ⅳ ―② o③層)がある。

(F-3区〉

黒褐色砂質土層 (Ⅱ 層)、 黄褐色砂質土層 (Ⅳ ―①層)が認められ、Ⅳ一①層上面で不整形の陥

ち込み若干が認められた。Ⅱ層からは弥生時代前期の壷形土器片を含む若千の土器片が出土し

た^
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(C-4区〉 (PL.5中 )

ピット2、 土壌または竪穴住居址と推定されるもの1を検出した。

(D-4区〉 (PL.6下 )

ピット4、 隅丸方形の竪穴住居址 (後の3号住居址)1を 検出した。すべてⅣ層上面から掘 り込

まれている。Ⅳ層に一部埋没して弥生時代前期の土器片が出土した。このⅣ層はさらに分層でき

る可能性もあり、基盤層と判断した層に時期差を有する遺構面が存在する可能性ものこされた。

調査期間の関係で、この点を追求することはできなかった。

(E-4区 ) (PL.7下 )

黒褐色砂質土層 (Ⅱ 層)はなかつた。

(F-4区〉

礫を多く含む黒褐色砂質土 (Ⅱ 層)が厚く堆積し、古墳時代前期の壺形土器片を含む若千の土

器片が出土した。

(C-5区) (PL.5下 )

黒褐色砂質土層 (Ⅱ 層)が厚く堆積している。Ⅱ層は上 。中 。下の三つに分層できる。遺構の

存在が想定されたが、基盤層 (Ⅳ層)ま で完全に検出しなかった。遺物が豊富に出上した。

(出土遺物)(PL.19上 )

出土遺物は土器が大半であり、一部に木製品の破片がある。

表土である耕作土からは、弥生土器、土師器、青磁などの細片が出土した。

黒褐色上の遺物包含層からは、弥生土器、土師器が出土し、その他の時期のものは出土してい

ない。弥生土器は前期の壼形土器、萎形土器、中期の壼または箋形土器の底部などであり、後期

の土器は出土していない。土師器は、古墳時代前期の壺形土器の日縁部、古墳時代前半期の壷ま

たは棗形土器の破片である。

A-1区、B-1区 、C-1区 の泥炭状黒色土層の上層からは、アシなど植物遺体が、平安時代の須

恵器、12～ 13世紀の青磁や江戸時代の陶磁器などとともに出土した。また、これに混じつて加

工木材の小破片が数片出上した。泥炭状黒色土層の下層からは、縄文時代晩期の粗製土器の破片

が1片出土した。

これら出土土器の個別記載については、第1、 第2次調査の出土土器と合わせて別項目述べる。
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第10図 試掘調査 出土土器 。陶磁器実測図 (第3表参照)

(試掘調査時の基本認識 )

試掘調査の時点でわれわれが把握できた七渡瀬 Ⅱ遺跡に対する認識と問題意識は次のようなも

のであつた。

① 遺跡の広がり 遺物包含層である黒褐色土層 (Ⅱ 層)に よつて知ることができ、集会施設建

設予定地のほぼ全域に広がる。

② 遺 構 竪穴住居址と推定されるものやピツト、不整形な土城などが検出され、七渡瀬Ⅱ遺

跡が集落遺跡であることが明らかとなった。遺構は調査範囲の北側、東側で多く認められた。

つまり、遺跡の範囲の中でも標高が比較的高い方によつている。西側の低い方では、遺物包含

層の黒色土層の直下の地山が、すぐに人頭大の礫混じりの砂礫層となっていることから、住居

を営むには適していなかったと判断される。

③ 清・池 。旧河道 予定地内の西側では、泥炭状黒褐色土層がlm以上の厚さで堆積し、アシ

などの植物遺体も含んでいる。この状況は、溝・沼・池・旧河道などが存在するものと思われ

る (試掘調査時には、これを古代以前のものと推測したが、2次調査によつてこの黒色土は、

―-33-―



近世以降のお積であることが明らかとなった)。 また|、 これは近世以1降に河川の担濫によケ埋没

したものである。

④ 時 期 出土土静から縄文時代晩期、弥生時代前期 `中期、古墳時代前期、奈良時代ごろが

遺跡の形成時期と推樹される。

⑥ 波佐地域における位置づけ 弥生時代前期|の集洛が存在する可能性が指摘されたことは、こ

うした山聞部への稲作の伝播ルートの問題と、稲作の受要の背景など重要な問題を提起してい

る。また、今回は、弥生時代後期の土春が認められなかったがヽ南方約50omの 長田1郷遺跡

では後期の土器が多量に出土している。狭い盆地の中での1集落の関係・推移について検討する

必攀 ・あろう。さらに、古墳時代前半期の集落址が存在するこ―とは、隣接する千年比丘昔墳群

との関連など極めて興味1深い.。 (大谷 晃二)
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(2)第 1次調査 (1992年 7月～ 8月 )(PL.8)

当年3月 の試掘をうけた1次調査は、7月 20日 から

8月 11日 まで23日 間を要して実施した。その経過な

らびに確認事項を日を追って記述する。

7月 20日 (晴 )

本日より発掘調査を開始。午前中に調査参加者(島

根大学・田中以下考古学専攻生等、町教育委員会職

員、発掘作業員の町民)集結。午後一番に波佐公民

館にて打ち合わせ。器材の確認、小型の重機を使用

して耕作上の除去を行う。

今次の調査は試掘調査の結果を踏まえて、①遺構
の存在状態をより詳細に明らかにし、このことを基

にして、②施設建設計画を、どのように、どの程度

修正し′うるかの手掛かりを得ることに主目的があ

る。

したがって発掘区は試掘の際に遺構の存在が確認

された区 (個所)を 中心に設け、さらに未確認の遺

構を検出するために新規にいくつか発掘区を設定す

ることで調査を進めることにした。具体的には、住

居址の床面らしき遺構やピット群等が検出されてい

たB-2区、B-3区 、C-4区 、D-4区 を中心に精査 し、

遺構の状況によって発掘区を拡大していくこととし

た。

7月 21日 (快晴)

①B区の調査 (第11図 )

試掘段階では B-1、 B-2、 B-3の各区が発掘され

ているが、遺構の検出があったのは B-2、 B-3区で、

この二つの区を拡大精査した。

<B-2区 (松村・中木 。坪屋・町民有志)>
この区ではⅣ層上面から掘込まれた住居址とピッ

ト、Ⅱ層下部にも遺構らしいものがあるとされてい

た。

そこで、まずはⅡ層下部の遺構の広がりと性格を

把握することとし、試掘時のB-2グ リッド(2×2m)
を北 と西に拡大 して4x4mの新区に設定 し直 し

た。併せて試掘区西壁のセクションを延長する意味

で、ここに幅50calの ベル トを南北方向にとった。

本 日はⅡ層をlocm程 度下げる。目立った遺物は出

土しない。

この新区に対応させて、旧区の南側にも発掘区を

設け(4x4m)、 その一部を掘 り下げた。ここでは I

層下部の土を除去すると黄色の粘質土層 (I一② )

が露われた。この上は「カンナ流し」を禾1用 した流

水客土との町民有志の言に従って除去。その下方に

は砂層 (I―③、④)と 暗灰色の粘土層 (I―⑤ )

カミ存在することが知られた。

南側拡張区では新たな知見が得られた。それは、

試掘区の南壁セクションに露われていた大石群と一

体を成す石塁状遺構の存在である。この遺構は東西

方向に帯状に延び、堤防状に大小の石を積み上げた

ものであることが知られた。そして頂部は耕作上の

直下にあり、高さはlm足 らずと推定された。各層

との対応関係でいえば先の暗灰色粘土層がこの遺構

上に堆積している。出土遺物なし。

<B-3区 (小宮 。一町・相木・笹川他町民有志)>
試掘時の B-3区 (2x2m)を拡張 して、4x4mの

グリッドに設定し直す。十年にセクシヨンベル トを

とり、四つの月ヽ区を設けて、試掘区をイ月ヽ区、以下

口、ハ、二小区とした。本日はイ小区を清掃し、口、
二小区をI-2層 からⅡ-1層 までを堀下げた。遺

物の出土はない。

②C区の調査

<C-4区 (櫛山・町民有志)>
この区でも試掘の際に住居址らしい遺構の存在が

知られていたので、試掘区のC-4区 を8x8mの 大

きさに拡大、中央に十字のセクションベルトを残 し

て4/Jヽ 区 (イ 、口、ハ=試掘区、二の各区)を 設け

た。

本日はイ、口、二小区の第1層 を除去 した。工小

区からは、須恵器蓋杯の議の破片等が出上 してい

る。

③D区の調査

<D-4区 (田 浪・町民有志)>
試掘時 C-4区 では、住居址かと思われる遺構様

調査着手時の遺跡全景

調査着手時の遺跡全景 (南から)
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B-23中間区

B-2-ハ ′卜区

榊
B-2-口 ′卜区

要

排水用 トレンチ

B-2-イ ント区

B-2-ィ ント区

東 トレンチ

試掘グリッド

1-a号住居趾

1-b号住居趾

第11図 B-1～ 2区発掘区域見取図
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の陥ち込みが2ヵ 所認められていた。そこで今調査
では試掘区の西に、この区を含めて4x4m、 東側に

も4x4mの グリッドを設けて、遺構検出を図るこ

とにした。中央には十字のセクションベル トを残

し、試掘区を二小区として他をイ、口、ハ小区とし、

それぞれを3～4Hfの 範囲で掘 り下げた。本日は I

層の除去に留めた。

7月 22日 (快晴)

C)B区の調査

<B-2区 >
イ～二の各小区で注目すべき事実がそれぞれ確認

された。イ小区では、「L」 字サブトレンチの北寄

りで石塁状遺構がはっきりと検出され、南よりでは

この遺構を覆う形で、例の贅色粘土層が露呈、さら

にその下部に厚い砂層が堆積していた。

イ小区に対応する二刀ヽ区でも石塁状遺構の露出と

区内の精査を続行 したが、出水がひどいため、区の

西側を切り開いて排水することとし、重機で排水用
の溝を切った。

口刀ヽ区では、試掘区の東と西の区画を引き続き掘

り下げ、試掘区で捉えられた黄掲色面 (Ⅳ層=地山
の上面)の陥ち込みラインを追った。しかし北側で

はこのラインは明瞭には確認できなかったので、試

掘区の南西壁際にサブトレンチを設け、Ⅱ層の下部
の状態を追及した。その結果、Ⅱ層下部も大きく2

層に分かれることが判明。Ⅱ―②・③・①層は竪穴
住居址の埋上であり、Ⅱ―C層 は貼り床をつくるた
めに踏み込まれた層であることがわかった。この住
居址は1-b号住居址とする。Ⅱ―⑤層下位で確認さ
れた床面はユーa号住居址のものとした。
ハ小区では、Ⅱ―② o③層まで掘り下げた。ここ

ではⅡ一②層からⅡ―③上部にかけて須恵器で輪状
のつまみのある蓋杯の蓋片や高台付杯の破片カミ検出

され、1-b号住居址が奈良時代のものであることが

予測された。
二月ヽ区では暗灰色の粘土層 (I―⑤)と Ⅱ層の関

係を説明するために掘り下げた。結果として、この

粘土層はE層 より新 しいものであることが知られ

た。

<B-3区 >(第 12図 )

本区では、イ、口、ハ、二各小区のI層 下部から

Ⅱ層上部まで掘 り進めた。ハ小区のI―②層より、

近世陶器片 (唐津焼)が出土。

第12図

②C区の調査

<C-4区 >
本区では、イ、口、ハ、二各小区に設けた「L」

字形サブトレンチのⅡ層上部までを掘 り下げた。遺

構の存在は確認できないが、ハ、二の州ヽ区ではⅡ層
上部まで土師器片、須恵器片 (東播系土器を含む)

が少量出土。

OD区の調査

<D-4区 >
本区では、イ小区を2分 し、中央十字セクション

ベル ト側をⅡ層上面まで掘 り下げたが、試掘時のエ

小区の陥ち込みに連続するような遺構は検出できな

かった。口月、区はⅡ層上面まで全体を掘 り下げ、こ

の面で多数の土器片を得た。これらの破片は弥生前

期のものと思われる。二小区は、試掘区を西側に2

区
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

掛
　
　
　
　
　
　
　
赳
　
　
瑚

第1-b号住居址覆土中の須恵器出土状態

第1れ 号住居趾の検出作業
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xl m程拡張する。土器片1個 を検出。

7月 23日

①B区の調査

<B-2区 >
イ小区では、露出した石群を精査。これが東西方

向に延びる石塁状遺構の一部であることを確認す

る。口小区では、試掘時に確認されたⅣ層 (黄褐色

土層・地山)に掘 り込まれた遺構の検出に務めた。

その結果この掘 り込みは、昨日のサブトレンチで捉

えられた1-a号住居址の東側の壁と判明。壁下には

壁溝も一部認められた。また口小区の北側では、Ⅱ

層の中位に固い褐色土の面が検出され、これは1-b

号住居址の床面であることが知られた。ハ小区もひ

き続きⅡ層を掘 り下げ、1-b号住居址の壁と床の検

出に務めた。この小区では土器片がかなり出上した

が細片のため特徴不明。

<B-3区 >
口小区をⅡ層の中部まで掘り下げる。須恵器の月ヽ

片出土。ハ小区もⅡ層下部に達する。 I一②層より

陶器片と棒状の鉄製品が出土した。近代のものか。

二小区は地山 (Ⅳ層)直上まで下げた。ピツト状の

遺構が数個所ある模様。

②C区の調査

<C-4区 >
各小区とも十年のセクシヨンベルト沿いに設定し

たサブトレンチを掘 り下げた。イ小区では耕作土 (I

層)を除去。口小区でも耕作上の除去を終える。ハ

河ヽ区 (試掘区)は I層 の下部まで下げ、二刻ヽ区では

地山 (Ⅳ層)上面のレベルまで掘つた。この区の北

東部、つまり、十字のベルトが交差する部分ではⅣ

層は検出されず、黒色ないし黒褐色土層 (Ⅱ 層)の

上面が露呈 した。また、この小区の L字形 トレン

チの南側でピツト3個が検出されたが、性格は掴ま

れていない。掘 り込み面はⅡ層上面。出土遺物は土

器の月ヽ片のみ。

③D区の調査

<D-4区 >
イ、口小区ではⅡ層上部 (淡・暗黒褐色粘質土)

で土器片が面的に分布する状況で検出された。これ

らは一個所に集中することなく平均的散布状態を示

している。実見したところでは前期の弥生土器から

古式上師器が多く古墳時代後期の上師器と須恵器片

も散見された。イ小区から出土状態の記録に入る。

ハ小区はE層 上面を検出。

2号住居趾

第13図 C-4区発掘区域見取図

―-38-―
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7月 24日 (晴・暑い)

①B区の調査

<B-2区 >
昨日に続いてイ、二小区では石塁状遺構の規模や

構造、それが延びて行 く方向の確認のための調査を

行った。この遺構は、遺跡が立地する段丘平坦地の

南縁沿いに築かれた可能性が高い。頂部は、やや平

に石を並べ、南面は火山の裾状に傾斜するように構

築されている。端部には大型の石を配して崩落止め

にしていた。本日はこの遺構の東側への延びを確認

するためイ小区の東側にlx2 mの トレンチを設け

て掘り下げた。ここでは I―②層下ですぐ石塁が現

われ、その頂部より、白磁の小皿が出土している。

口小区では、1-b号住居址の東壁検出作業続行。

論理的には、1-a号住居址の壁と1-b号住居址の壁

がどこかで分岐することになるが、分岐点ははっき

りしない。

ハ小区では、区画の北半分を掘 り下げたところ1

-b号住居址の北壁が露われた。出土土器片の量も

多い。これらには弥生土器、古式上師器、須恵器が

含まれており、層位的には■―①～③層より検出さ

れている。最 も後出の上器は、Ⅱ―③層(1-b号住

居址の埋土)か ら出土 した輪状つまみの須恵器の郭

蓋で、これは1-b号住居lIの 時期決定の資料となり

うるものである。

二小区は本日は作業を行わなかった。

<B-3区 >
口、ハ小区ともに地山 (Ⅳ層)上面にまで掘り進

む。大小のピット状の陥ち込みが認められるもの

の、性格は明らかにできない。ハ小区は礫も多い。

ここではⅣ層に突きささった杭が検出されたが、時

期は不明。

C-4区付近の発掘風景(東 から、手前右眸 日小区、左同イ小区

(2)C区の調査 (第 13図 )

<C-4区 >
イ、口小区ではI層 の除去を進める。近世の小型

の陶器碗片が出土。ハ小区は「L」 トレンチの試掘

グリッド部分を除く北、西部を掘 り下げた。ここで

は黒褐色土層 (Ⅱ 層)が広がっていてⅣ層は見えて

こない。したがって、二区で見られたⅣ層への掘 り

込みラインは検出されず、住居址として確認するこ

とはまだできない。

OD区の調査

<D-4区 >
イ、口小区ではI層 (耕作上、床土)下 に黒褐色～

明褐色で赤味を帝びた粒子を含む砂質土 (Ⅱ 層)が
広く堆積 している。この層には多量の上器・陶器片

が包含されていたので、この状況をさらに追求する

ために小区を拡張してⅡ層を掘 り下げた。その結果

多数の小土器片が、ぱらぱらと散布している状況を

さらに確認することができた。土器片には前・中期

弥生土器から古・新の上師器、奈負時代以降かと思

われる須恵器等が含まれている。この事実からD
区のⅡ層もオリジナルな形成層とは考えられない。

検出された土器片の記録を作成する。出土レベル

は、3715～ 70mの範囲にまとまる。短時間に形成

されたと推定できよう。ハ小区も本日Ⅱ層を掘 り下

げて、土器片の検出作業を行う。状況はイ、口小区

と同様。刀ヽ土器片の トータルは200個近い。

7月 25日 (晴 )

、●B区の調査

<B-2区 >
まずイ小区の東側の小 トレンチを精査し、石塁状

遺構の状況把握に務める。これが、B-2-イ ,二小

区で検出された石塁の様相と同一である。

口小区では、1-b号、1-a号各住居址の重複状態

を確かめるために、東壁のラインを追求し続けた。

試掘区内では両者の重なり合いを明暗に捉えること

ができないので、東壁ラインの状態と、確認された

1-b号住居l■ の床面を頼りに両住居l■ の境を探した

が、本日のところははっきりした結果を出すことは

できなかった。

ハ小区は引き続き1-b号住居址の覆土と思われる

こ層中位を掘 り広げた。1-b号住居址の床面らしき

固い面に接 して高台付きの邦底部が検出され、この

住居址が奈良時代でもやや新 しい時期に営まれた可

第2号住居l■ の検出作業

―-39-―



能性が考えられた。その他、古式上師器片や須恵器

片4点が出土している。

<B-3区 >
口、ハ、二月、区ともI層 をほぼ除去してⅣ層上面

近くに達したが、明確な遺構らしきものは検出され

ない。大小浅深それぞれのピットがいくつか存在す

るようであるが、性格は捉えられない。Ⅳ層上面に

は礫もかなりある。出土遺物はない。

②C区の調査

<C-4区 >
イ小区の「L」 字 トレンチ掘 り下げにようやく手

を着ける。 I層 を除去。口小区では引き続きⅡ層を

下げて、住居址と思われる遺構のⅣ層への陥入ライ

ンの検出に務めた。本日のところはまだ確認できな

い。ハ小区はⅡ層下位を掘る。土器片が何個か検出

されたが、土師器と思われるものの小片である。ニ

小区も引き続いてⅣ層に切 り込んだ遺構の「肩」=
陥入ラインを検出することに取り組む。完掘には至

らない。前日のピットは最近の農作業の杭穴かもし

れない。

③D区の調査 (第 14図 )

<D-4区 >
イ、口刀ヽ区では出土土器の記録 (位置とレベル)、

写真撮影を行い、終了したところからⅡ層をさらに

下げることにし、一部作業に取 り掛かつた。ハ刈ヽ区

も同様にⅡ層掘 り下げを続行する。二小区は、試掘

区の西側にトレンチ (0.5x2m)を 設定して、発掘

範囲を西に拡大し、試掘区で検出されていた遺構状

の陥ち込みの広が りを追うことにした。その結果西

方に黒褐色土 (Ⅱ 層と同じような土層)の陥ち込み

があることを確認した。住居址の可能性があるよう

だ。なお試掘区内の他の陥ち込みは砂質の黄褐色土

層 (Ⅳ層・地山)の 凹部分に黒褐色上 (Ⅱ 層)が詰

まったものと判明。遺構とは認めがたいようであ

る。

試掘グリッド

ハ 4ヽ  区

3号住居趾

第14図 D単区発掘区域見取図

ロツト区

イ小区

イ小区南拡張区

4CL



(南 から)

7月 26日 (晴 )

⑪B区の調査

<B-2区 >
イ、二小区では石塁状遺構の精査を続行する。長

大な規模の遺構ではあるが、時期や、何のための施

設かは判然としない。石塁を覆っている土層につい

て整理しておくと、少なくとも頂部から裾部近くま

で I層が被っており、その限りではかなり新しいも

のと思われるが、確定はできない。この辺りのI層

下部はヘ ドロ状の黒灰色土層で、出水が激しく、精

査は困難である。

口小区は、1-b号住居上の東壁から住居l■ の北東

のコーナーを追求するが、結論を出すには至らな

い。ハ小区でも1-b号住居址の床面らしい口い面を

手掛かりに、その広がりを追う。北端ではI層 の下

部 (Ⅱ 層上面)で焼上が検出された。かなりしつか

りした焼土で住居址等にともなうものかも知れず、

第3の住居址の存在を考慮する必要がある。

<B-3区 >
本日でイ～二小区いずれもⅡ層をほぼ掘 り下げ

た。遺物は少量。この限りでは明確な遺構の存在は

期待できない。

<B-2～ 3区中間区 (中 木・小宮)>
本日、調査中の B-2区 とB-3区 の中間に2箇所小

グリッドを設定して掘 り下げることにした。1号住

居l■群の北側に遺構が存在するかどうかを確かめる

ためである。設定後にI層 を除去。

②C区の調査

<C-4区 >
イ月ヽ区は勝瀬、原田、守岡OB3氏 の応援を得て

「L」 字 トレンチの両端でⅣ層 (地山)への陥入部

を押さえることができた。また口小区の「L」 字 ト

レンチ東端部で陥入ラインを検出。それがイ小区の

陥入部とつながることが予想された。北方向では陥

入ラインははっきりせず、Ⅱ層をさらに下げてみ

る。

二月ヽ区では先日来のⅣ層に陥ち込んでいる黒褐色

土 (Ⅱ 層)を除去し、陥入部の底を検出。ほぼ住居

l■ の床と確認した。ハ小区は、各小区の確認状況を

うけて精査を続け、陥入ラインの検出に務めたが、

見つけることはできなかった。この一帯は礫が多

く、検出は困難と思われる。しかし、全体的にはC
-4区で1棟の住居址が検出される可能性は高まった

といってよい。

(5種 から)

③D区の調査

<D-4区 >
イ、口小区の記録作業を終了、すべての上器片を

収納したあとでさらにⅡ層を下げる。土器片は、ま

だ出てくる。縄文晩期の土器片がみられ、包含され

た遺物の年代幅はさらに広がった。ハ小区は、検出

2号住居飢調査風景

2号住居跡 (C-4-口小区)調査風景 (東から)

D-4区発掘風景 (東から、手前左=イ 小区、手前右=口小区)

口小区土器検出作業風景

ヨ 1-



土器の記録作業を行う。工刀ヽ区は先のトレンチ両端

で現われた黒褐色土層を注意深 く調査。陥ち込みラ

インがしっかりしており、これも住居址となる可能

性が高まりつつある。黒褐色土層 (Ⅱ 層)中 より、

古式土師器の菱の口縁出土。

7月 27日 (晴 )

()B区の調査

<B-2区 >
本日は調査員、作業員不足でハ月ヽ区の床面検出を

若干行うに止まった。

<B-3区 (家塚)>
口、ハ、二の各月ヽ区はいずれもⅣ層 (地山)の上

面に達し、イ～二小区全体を清掃し、皿状の陥ち込

みとピットについて精査 した。確認できた限 りで

は、これらのものはⅣ層上面から陥ち込んでいるよ

うに思われ、何らかの遺構にともなうもの、もしく

は遺構を構成するものと考えられる。しかし、その

実体を考定できるような状況にはなく、明確にする

ためには調査範囲をさらに拡大する必要があろう。

<B-2～ 3区 中間区>
2箇所設定したグリッドのうち西側をイ小区、東

側を口小区とする。イ小区では I層下にⅡ層とした

黒褐色上の存在することが知られ、その厚さは0.3～

0.4mで、B-3区 のそれと比べると、かなり薄い。

その分だけ茶褐色のⅣ層 (地山)が高くなっている。

地山面には皿状の陥ち込みやピットが見い出された

他、大型の平たい割 り石が検出された。

口小区は小 トレンチでⅡ層の状態を検討しながら

地山面を検出する。状況はイ小区とほぼ同様であ

る。

②C区の調査

<C-4区 (本 日より坦当者交代、勝部担当)>
イ小区は昨日、「L」 字 トレンチの両端でⅣ層ヘ

切り込まれた陥入ラインを押さえることができ、ロ

小区も「L」 字 トレンチの東端で同様のラインを確

認した。

本日は、これを住居址の壁かどうかを確認するた

めの調査を行ったが、東端ではⅡ層の黒褐色土は薄

く、壁と思われる部分の立ち上がり具合もあまり明

瞭ではない。「L」 字 トレンチ西側部分は黒褐色土

中に礫が多 く含まれ、壁らしい遺構の検出は難 し

い。そこで、東側の陥入状況を参考にして、北東側

の壁ラインを追ってみたが、I層 中に鉄銹が0,4xl.2

mほ どの範囲に広がっていることが知られたため

に、この作業は中断した。本日は口月ヽ区の以上の調

査に終始した。

③D区の調査

<D-4区 >
イ、口、ハ小区ともⅡ層の掘 り下げを続行。検出

された土器は弥生前期、古式上師器、奈良時代かと

思われる須恵器等の破片である。またイ月ヽ区の南に

1.5x4,Omの 拡張区を設け、 I層 を除去 した。土器

散布の範囲を押さえるためである。

二小区の西方向へ延長した小 トレンチで検出され

た陥ち込みは、壁と床面が捉えられたので住居址と

してよいと思われる。

D-4区付近の発掘風景 (東から、手前左からイ小区

南拡張区、イ小区、口小区)

D4口 小区土器出土状態 (西 から)
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第3号住居趾の検出作業 (東 から、手前左から二小

区 。拡張区、右ハ小区・拡張区)

7月 23日 (晴 )

①B区の調査

<B-2区 >
イ小区の東8mで 2ラ イン(EWの基準線)を起線

として南へ2x3.5mの トレンチを設定して石塁の延

び具合を追求することにした。 I層上部の砂質土を

取り除いたところで遺構頂部の石を検出し、ここま

でこの遺構の続くことを確認した。まだ東へ延びて

いくと思われるが、調査範囲内では、これの以上追

求はできない。

口小区では北東部を中心に1-b号住居址の東壁や

コーナーを追求する。1-b号住居址の外側と思われ

る個所の地山 (Ⅳ層)面に礫石を円形に配した石囲

炉のような遺構が検出された。

ハ小区では1-b号住居址の北壁と床面力舟検出され

たことを承けて、調査区を西方向へ1.5×4mほ ど拡

張し、 I層 を除去。二小区は引き続き1-b号住居址

の床面を追求。1-a号住居址とどの辺で重複 してい

るかは掴みきれないが、1-b号住居址の南壁 (Ⅱ 層

の黒褐色土中にあると思われる)は石塁状遺構の北

縁までには及んでいないらしい。

<B-3区 (担当者交代、家塚担当)>
イ～二小区とも検出されたピットを精査する。イ

小区 (試掘区)では、露出されたピットの性格や重

複 したピットの前後関係とピットの深さ等を検討。

柱穴らしいものとそうでないものがある。深さも一

様ではなく底に小礫を埋めたものもあった。口小区

では、イ、ハ小区のピットの配列に対応するものが

あるかどうかを調査する。ハ月ヽ区では皿状ピットに

ついて精査。掘込み面はI層 中と考えられるが、確

かな面は捉え切れない。

②C区の調査

<C-4区 >(PL 14)

天気続きで上のひび割れがひどくなり、土色の識

別が難しくなる。本日もイ、口小区で「L」 字 トレ

ンチの状況を中心に住居址の輪郭の確認と、壁の検

卜争 口小区ビット群検出状態 (東から)

出に務める。イ小区では、「L」 字 トレンチの南北

方向で壁床面検出に成功。2号住居址の様態がかな

り明確になってくる。隅円方形のプランが予想され

る。また床面からは大型の箋形土器が大石の下に潰

されたような状態で発見された。赤褐色、胎土は緻

密、日縁部は弥生前期の箋形土器に似ている。あま

り見かけない土器のようだ。

口小区は鉄銹の性格が掴めないので本日は作業ス

トップ。イ、口小区からはⅡ層の中位で多くの古式

上師器片が検出される。中には回縁端部を内側に少

しつまみ出したような甕形土器片 (いわゆる布留義

の特徴を持ったもの)が散見され、この住居址の所

属期について示唆するものがある。

B-3イ 小区北西隅ビット (東から)

却 3-



⑥D区の調査

<D-4区 >
イ小区の南側に設けた拡張区ではⅡ層相当の土層

を掘り下げたが、土器片は数点で、イ、口小区の集

中的分布範囲は、この区までは及んでいないことが

判明する。ハ月ヽ区ではⅡ層を下げるも遺構は見当た

らない。二小区の西方に設けた トレンチでは住居址

床面が掴まれたので、これを追つたところ途中でⅡ

層が撹乱され、床面も変形していることが明らかに

なった。つまり、西方は水田面が一段低くなってい

たのでこの住居址の覆土と床面は耕地造成の際に破

壊されたものと思われる。

7月 29日 (晴 )

ll)B区の調査

<B-2区 >
口小区の北東部の精査を続行 し、ようやく1-b号

住居l■ の北東コーナーを検出。その近くには昨日発

見した石囲いのなかには焼上が認められたので石囲

炉としてよいと思われるが、出土土器がないため時

期はなお不詳である。

ハ小区では西拡張部を精査 し、ここでも北西の

コーナーを捉えることができた。その結果、1-b号

住居址は一辺約3mの方形住居であることが分かつ

てきた。ハ小区の南半分の拡張区でも位置付け層を

除去、Ⅱ層を掘 り下げて床の検出に務めた。

イ小区の東に設けた トレンチは石塁状遺構の上面

を精査。

出土遺物はすべて土器片。口、ハ刀ヽ区のⅡ層から

検出されている。とくにハ小区の1-b号住居址の北

西コーナー付近からかなりまとまって出土 してい

る。古式上師器片がいくつかみられるが、多くは奈

良時代以降の須恵器郭片で、一片だけ上師器の大皿

片があった。

こ

―

第1-a号住居址の発掘(北 から、手前左B-2-日 小区に石囲い遺構)

<B-3区 >
昨日に続いてピットの精査を進める。イ小区 (試

掘区)で は明確に柱穴としてよいものは2例 で、穴

底に礫を埋めているのが特徴。他小区もピットの精

査。いまのところでは建物の構造を想定できるよう

なピット配列を読み取ることはできない。

<B-2～ 3区 中間区>
口小区では人頭大、拳大の円礫、角礫が集中して

発見された。これらはブロック状にまとまる部分

と、小礫が列状に配されているかのような観を呈し

ている。いずれもⅣ層上面に固定されたようにも思

われ、遺構の可能性がある。

②C区の調査

<C-4区 >
イ小区では壁と床面の検出作業を続行。床と壁の

接する個所に拳大のやや平たい礫が並び置かれたよ

うな状態で見い出されたが、これが果たして人為的

2号住居l■ 内土器の出土状態

発掘が進むB,1区 、?区 (北 から手前左B2-日小区、右同ハ小区)

2号住居l■ 内土器の出土状況
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なものか否かは、他の小区の状態と合わせての検討

が必要であろう。東壁の切 り込み方はあまリシャー

プではない。

口小区については、2号住居址の壁の外にもう一

段高い壁様の切 り込み (Ⅳ層へ)があり、住居址が

重複している可能性が生じた。鉄銹の広が りの問題

もあるので、「L」 字 トレンチを拡大し、小区全体

の位置付け～Ш層除去を行った。なお住居址内の床

面直上から二重口縁の壺形土器片辞が出上し、住居

址の年代決定の有力な手掛かりとしてよいように思

われる。実見したところでは「大木式」もしくはい

わゆる「/1ヽ谷式」の古い相を持つているようである。

③D区の調査

<D-4区 >
イ小区では土器片を取り上げながら、Ⅱ層を掘 り

下げ続行。採取した土器は、弥生前・中期から古墳

時代後期の土師器である。この層の堆積状況を示唆

している。

口小区でもⅡ層を除去するとⅣ層上面 (茶褐色の

砂質土層)に不定形の浅いピットが、蜂の巣状態に

現われ、ピット埋土 (Ⅱ 層)|こ 土器片が含まれるケー

スもあった。しかし、その形状、分布状態からは遺

構とは認め難いようである。二刀ヽ区の陥ち込みは住

居J■ と判断したが、本日トレンチ内の精査によって

確定的となる。3号住居址とする。

7月 30日 (晴後曇)

(「 )B区の調査

<B-2区 >
口小区とハ小区をそれぞれ北側へlm幅で拡張す

る。その結果、石囲炉の全景が明らかになり、1-
b号住居址の北東コーナーをより明確にすることが

できた。また南北方向のセクションベルトと北壁が

重なる個所で炭化物カミ検出され、カマ ドの存在が予

測された。

ハ小区では昨日の拡張区で1-b号住居jIの西壁

を提える。壁際には溝が巡っていることも判明し

た。そして南西部のコーナーも検出できたが、あま

りしっかりした状態ではない。おそらくⅣ層上部に

堆積した地層に住居址が掘込まれたために、容易に

発見できなかったのではないかと思う。この南西
コーナー直下には1-a号住居址の床面が検出され

ている。

出土遺物としては、口小区拡張区のⅡ層より奈良

時代以降の須恵器の不片と、 I層 上部から東播系の

須恵器の鉢の口縁部が出ている。

<B-3区 >
イ～二小区でピットの精査を進めた。口州、区の北

西隅にある皿状の陥ち込みにつながるかもしれな

い。二小区では柱穴としてよいピットはない。

<B-2～ 3区 中間区>

検出作業を終了して、本日より実測に入る。この

2つのグリッドをどう評価するかということについ

ては、以下のようにまとめたい。

(a)ピ ットの分布には、規則的な配置状態は見られな

いが、イ刀ヽ区の方形の平たい割石が皿状ピットにな

かば収まるような形で検出されたことや、口小区で

礫が集中状態で、あるいは列状をなしているかのよ

うな状態で検出されたことなどから、この区が何ら

かの建築物の一角を構成していた可能性はある。

(b)層位的にはⅣ層 (地山)上に黒褐色土層 (Ⅱ 層)

があり、さらにI層 が重なるという状況はB,C,
D区 と同様であり、Ⅱ層が遺物包含層であること

も変わりない。

Ⅳ層上面は平坦でピットの切 り込み面、礫の分布

面をなしている。Ⅱ層下面とは不整合であることな

どから考えて、この面が人為面であった可能性は高
い。口小区北壁で確認された立石状の礫もⅣ層上面

をベースにして立てられたと思われる。

(C)隣接する、B-2区 ,B-3区 の状況と付 き合わせて

も、Ⅳ層上面が生活面ないしは遺構面であったと見

る方がよい。但し、その時期については明言はでき

ない。

B-2～3中間イ小区東壁断面 (西 から)

④C区の調査

<C-4区 >
口小区の拡張区を中心に作業を行う。昨日3号住

B2～3中間イ小区遺構検出状態 (東から)

B-2～3中間イ小区東壁断面
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居址によって切られた住居址が存在するとの予測に

基づいて、3号住居址の外側を精査したが遺構と断

定できるようなものは見い出せなかった。今後は、

3号住居址の輪郭と床面の追及に絞つて作業を進め

たい。鼓形器台片を検出。

③D区の調査

<D-4区 >
イ、口月ヽ区ではⅣ層上面にみられた浅い凹群の精

査を行う。雲形とでもいうような不定形の凹が群衆

状態をなしているのだが、分布には規則性は認めら

れず、遺構とするには躊躇する。

ハ、二刀ヽ区で西側、東側に発掘範囲を拡大し、住

居址の輪郭と床面の追求を行う。ハ小区では、北西

のコーナーが検出され、二小区の拡張部分でも床面

を捉えることができた。

7月 31日 (晴後曇)

C)B区の調査

1号住居址・石塁状遺構調査風景 (南東から)

<B-2区 >
口小区では、北東側の石囲炉周辺を精査した。こ

の遺構は、人頭～拳大の角礫を楕円状に並べたもの

であるが、礫と礫とは少しの間隔があり、列状に並

べたものには石列に接 して石敷のような部分があ

り、これもセットとなる遺構のように思われる。

口小区で検出された北東コーナー近くでは造り付

けのカマ ドの一部が発見された。昨日の炭化物はこ

のカマ ドにともなうものである。

ハ小区の北壁でもカマドが検出され、これは口小

区の遺構と一体のものである。また南部では1-a号

住居址の床面が石塁状遺構に接 して検出され、石塁

状遺構からlmぐ らいの北辺から1-b号住居址の床

面 (貼床)が広がる。また1-b号住居址の南西コー

ナー近 くにやや大きなピット (径0.6m)が検出さ

れた。底には大小の角礫が敷かれていた。これが1

-b号住居址の施設か、後世のものか判断できない。

本日で西壁と壁沿いの溝をすべて検出した。

出土遺物としては、1-a号住居址の覆上であるⅡ

―③層から古式土師器に属するかと思われる鼓形器

台の一部が出上している。1-a号住居址の年代推定

の参考になる資料である。

<B-3区 >
口～二小区の平面図を作成する。各小区とも大小

のピットが存在するが、柱穴とみてよいものや楕円

形の坑等が混在しており、今次調査範囲だけではそ

の性格を理解することはできない。少なくとも遺構

が存在することはできたというのが結論である。

<B-2～ 3区 中間区>
実測作業続行。

②C区の調査

<C-4区 >
イ小区は住居址の外廻りを精査。ピットを4カ 所

で検出した。これらが、住居址とどのように関係す

るかは不明である。口小区では鉄銹塊の処理を行

う。これは切断してみると黒褐色上を鉄銹が膜状に

覆つていることがわかった。黒褐色土中 (1層 下部

に相当)に は、多数の上器片が包含されていた。こ

れらの上器片は、昨日検出された鼓形器台と一群の

ものと思われる。鉄銹がなぜ土器群を被覆するよう

な状態で広がったのかは要検討である。

③D区の調査

<D-4区 >
イ小区では、例の不定形ピットを精査。全体的に

は弥生前期の土器片が検出される例が多いが、古墳

時代の土器が包含されている例もあり、これまでの

検出状況と併せて考えると、別個所から移動した土

に含まれていた可能性が高いように思われる。

ハ月ヽ区では住居址の北西コーナーらしい陥ち込み

が検出された。工小区の西方への拡張区では、黄褐

色の地山面がほぼ平坦に続いている。 しかし、床面

の広がりとは断定できない。なぜなら、この地山面

上の覆土はI層で、後世水田造成によつて地山面が

撹乱を受けていると思われるからである。

3月 1日 (雨後曇)

午前中降雨のため作業中止。午後になり雨が上ん

だので、発掘区に溜まった水を,r除 して可能な作業

刊―b号住居盤調査風景 (北東から)
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を行った。

①B区の調査

<B-2区 >
ハ小区の南西で検出された角礫をともなったピッ

トの実測を行う。北壁に造り付けられたカマ ドの上

部が出てきたのでこれを精査した。さらにイ～口小

区間のセクションベル ト(EW―B)を 取 り除いて、石

塁状遺構の頂部を出すこととし、 I層 を除去。

<B-3区 >
セクションとりと写真撮影を行う。

②C区の調査

<C-3区 >
C-4区 の調査が住居址内の精査を主体とするもの

になったので、人手の一部を割いて<C-3区 >を 設

定して、遣構の有無を調査することとし、本日グリッ

ドを設定。 I層 の除去に入った。

<C-4区 >
雨後で床面の精査、セクションとりができず、ロ

小区で検出された土器群を清掃して、写真撮 りに備

えた。

③D区の調査

<D-4区 >
イ、口小区で引き続き不定形ピットを精査。工小

区の拡張では床面を検出することはできないことが

明確となる。

本日、隅田正三、日本利道、大谷晃二、の各氏と

今後の調査の進め方について協議する。確認事項は

次の通りである。

(1)七渡瀬Ⅱ遺跡の調査

イ)今次の調査は、遺構の存在とその分布を明

らかにして、施設建設計画修正のための知見

を得ることである。

したがつて、現在検出された1号 ～3号住

居址を完掘し、さらに石塁状遺構の広がり、

構造,年代解明のための資料を得ることまで

を目的として追求する。

口)C～ D区の南、E区から西方の遺構の有無

を確認する。

(2)千年比丘古墳群の調査

イ)Dl号は主体部を掘る。

口)2号丘が古墳かどうかを確認する。

以上の2点 に絞って調査を行う。

3月 2日 (晴 )

本日は作業中止。波佐・長田地区の町民祭に参加

し、地元町民と交流する。

8月 3日  (晴 )

虹)B区の調査

<B-2区 >
第1号住居l■ 全体にかかわる南北方向のセクショ

ンベル ト(NS― B)の 断面図を作成する。これにより

土層の堆積順 を次のように認識 した。(第 23図,PL
10,上 .)

I層 :耕作土 (I―①)と その床土 (I―②)で
ある。

Ⅱ層 :黒褐色土層、遺構、遺物を包含する土層で

ある。試掘段階ではⅡ―① (淡灰褐色粘質
土層)、 Ⅱ―② (明黄褐色砂質土層)、 Ⅱ―③

(暗黒褐色土層)に分けた。これは水平に

薄く広がるⅡ―②層を境に上下に区分した

もので、土層の性格としてはⅡ―①層が現

耕作土 (I―①層)に先行する古い耕作土

層、Ⅱ―②層がその床土とみた。これらの

層からは、弥生土器,土師器,須恵器 (奈

良時代末か)東播系の須恵器などが出土し

ている。

Ⅱ―C層 は1-b号住居址の覆上である。こ

の層中からは奈良時代末かと思われる輪状
つまみの須恵器郭蓋などが検出されてい

る。

Ⅱ―C層 はカマ ドの構築にかかわる地層で

ある。当然分布は1-b号住居址の北壁付近

になる。

Ⅱ―C層 はユーb号住居址の床として踏み込

まれた土層である。

Ⅱ―⑥層は1-a号住居址の覆上で試掘時に

はⅡ―③としたものに相当する。この層か

ら出土したもっとも新しい土器は、弥生時

代末ないし古墳時代初頭のものであった。
Ⅳ層 i黄褐色を呈する土層で地山である。

1号住居址 NS―B断面南半分 (東 から、上面 :1-b

号住居址、下面 :1-a号住居址)
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B―争 口小区東壁 (西 から)

1号住居批N餅―B断面北半分 (東から、手前は石塁状遺構)

<B-3区 >
セクションを記録する。ユ層の細分、Ⅱ層とⅣ層

の関係の捉え方に注意が必要である。

<B-2～ 3区 >
セクションとプランの言己録を行う。 イ月ヽ区 (西側

区)で はⅡ層が予想以上に複雑で、口小区のⅡ層と

の関連がはっきりしない。口小区のⅡ層は B-2区

等と基を、時には同一の様相を示している。

②C区の調査

<C-3区 >
昨日設定してI層 を除去し始め、本日完了。 I層

はすでに調査に先立って実施された耕作土層の除去

中にほとんど取 り払われ、薄く残つていた。その下

部には地山の黄褐色土層がみられ、Ⅱ層は存在しな

いことが半1明。

<C-4区 >
口小区の上器群の写真撮影終了。出土状況の実

測、一部取 り上げを行う。露出していた土器片の下

からも土器片を検出する。これらは明日実測、取 り

上げの予定。

OD区の調査

イ,口小区の精査、ハ,二小区で住居址の壁、床

面を引き続き追求する。

8月 4日 (曇 )

①B区の調査

<B-2区 >
NS―Bの除去作業に終始するも未了。

<B-3区 >(第 15図-1,2)
各小区壁のセクシヨンを記録する。本日完了。試

掘区 (イ 小区)では、二層を上位の淡灰褐色粘質土

層 (Ⅱ ―①)と 下位の暗黒色砂質土層 (Ⅱ ―②)に

細分した。Ⅱ―①層は旧耕作土かとも思われたので

あるが、正確な判定は今次調査で行うこととしてい

た。調査完了時点での分層と各土層の性格について

の認識は以下の通りである。

B―モ■口小区北壁 (南から)

囃 ハ小区遺構検出状態 (西から)

B-3-ハ /1 「ヽZ珠こE曇  (F頃 から)
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眸 二小区東壁 (西から) 時 二小区西壁 (東 から)

ひ

耳と週旨

‖―①iii ‖―④

3730

IV

3型  ‖_① _i 南壁 ‖―①i五

‖―①五
‖―②

―④

② 明責褐色粘質土層 (床土)

③   ″ 砂質土層
H―①―i 淡灰掲色粘質土層

(旧耕作土)

Ⅱ―①一面 赤橙掲色砂質土層
Ⅱ―①―� iに類似
コー①―� iに類似
Ⅱ―② 暗黒褐色粘質土層 ~

(5 mm位のブロック含む〉
③ 明橙掲色粘質土層

生‖引⑦J

―① l

‖―④

‖―① J

アレ

西壁

‖―②

‖―① i

IV

‖―①�

第16図  B-2～ 3区中間区平面図・断面図

Ⅳ 亀黄塩畳緑魯望懸★昆山;~④を手三
IV

西壁
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した。Ⅱ―③層はⅡ―C層 と色調、土質は

ほとんど変わらないが、小ブロックを含ま

ない点を指標にして区分した。Ⅱ一③層は

イ,ハ,二 の各小区に広がり、Ⅱ―③層は

口小区で主として検出されている。Ⅱ―④

層は角礫、円礫を多数含む層でB-2区全

体に広がつている。黄褐色土層 (Ⅳ層・地

山)の上に直接重なっているが、重合面は

不整合である。この層によってカバーされ

た抗やピツトがあり、また、この層を切つ

て掘り込まれたピット等があるので、三時

期にわたる遺構群の存在が考えられる。

<B-2～ 3区中間区>(第 16図 )

本日セクシヨンとりを完了。その所見を示すと以

下のようになる。

I層 :B-2区,B-3区に同じ。

Ⅱ層 :上位からⅡ―①～④層に細分した。B-3区

と異なるのは、礫を多量に含む層が見られ

ないことである。

Ⅱ―C層はB-2区 ,B-3区 同様に旧耕作土

と考えられる。②～C層 については、Ⅱ一

③層 (明橙褐色粘質土層)を 中間に介在さ

せる形で上位 (Ⅱ 一C層 )と 下位 (Ⅱ 一④

層)に暗黒褐色粘質土層が堆積している。

抗、ピット、集石群に対応することが考え

られる。

I層 :現耕作土と床上である。調査着手時点で上

位は除去し、下位 (I― C層 )を残した。

Ⅱ層 :黒褐色土層として一括し、上位と下位に分

層したものであるが、今次はさらに細分し

てⅡ一①～①の4枚の層に分けた。

・Ⅱ―①層 (淡灰褐色～赤褐色土層)は試

掘時にⅡ―②層としたものに相当する。比

較的薄い層でイ、口小区にみられた。B-2

区で旧耕作土とした層である。

・Ⅱ―②～④層 (暗黒褐色土層群)試掘時

にⅡ―②層としたもの、およびそれより下

位で検出した層である。礫や粘土ブロック

の包含状態によつてⅡ一①, Ⅱ―④に分層

B-3二小区南壁 (北から)

B―併二小区北壁 (南 から)

B-3二小区東壁 (西 から) B-2～ 3中間イ4ヽ区南壁 (北から)

卜 2～3中間口小区遺構検出状況 (西 から)
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②C区の調査
<C-1区 >

この区は、遺跡の南縁近くに設定されたもので、

集落址の南限を確認するために精査が必要であっ

た。試掘段階では、耕作土 (I層 )下に厚い砂質粘

土層が認められ、その下位に黒色ないし黒褐色粘土

層の堆積していることが確かめられていた。また試

掘区の北寄りでは、耕作土層下に礫辞の存在するこ

とが指摘されていた。これは要するに、C-1区付近

で台地状の地形から低湿地に移行することを予測さ

せる諸事実と理解されたのである。

今次調査では、このような理解をさらに正確なも

のとし、黒色ないし黒褐色粘土層の下部の状態や礫

群の構造を捉えることを目指した。作業は試掘時の

壁は崩落がひどく、これを整理するために、2x2m
の範囲を4x4mに 大幅に拡張 して調査することに

した。本日は地表面下13～ 1.4mま で掘り下げた。

層序に関する知見は、試掘時のそれと同じである

が、黒色ないし黒褐色粘土層はlm近い厚さで堆積

しているらしく、その中位に薄い赤褐色の粒を含む

砂質粘土層があつて、本層を上下に三分しているよ

うにみえた。上位は比較的礫が多く、下位はより砂

質であった。

遺物は、黒色ないし黒褐色粘土層の上位より埴輪

片、同層の下位から晩期縄文土器片が出土した。

礫群については、調査指導に来跡いただいた島根大

学大西郁夫教授から石垣状の遺構である可能性が指

摘された。この指摘を受けて精査を行ったところ、

調査区の北東から南西にゆるく屈曲して延びる石塁

を検出することができた。

<C-4区 >
昨日に続いて土器の取り上げを行った。イ刀ヽ区で

検出された土器辞は、一抱えもある大きな河原石に

圧 し潰された様な状態で検出されている。住居址が

倒壊した事情を物語るものであろうか。この他、十

字の土手のセクションを分層 した。Ⅱ層の黒色土層

は上下に細分している。

3号住居l■ NS―B断面南半分 (東 から)

3号住居址調査風景 (南東から)

3号住居址調査風景 (南東から)

D4口 小区土器出土状態 (西から)
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⑥D区の調査

<D-4区 >
住居址の全容を早く掴む必要があり、そのために

は、セクションベルトを早期に除去することと、西

側の壁の有無を確認することが課題である。

本日は、東西方向ベルトのセクシヨン分層と床面

の西方向への広がりを追った。分層作業で判明した

ことは、住居址の壁際にはレンズ状の良好な堆積が

認められるが、中央は耕作土・床上のI層 力剌床面に

達しており、Ⅱ層は存在しない。すでに耕作によっ

て破壊されたものと思われる。

8月 5日 (晴 )

C)B区の調査

<B-2区>
昨日に続いて1号住居址内に残るセクションベル

トの除去に終始した。E―Wベル トはセクションを

記録した後に取り去つた。これにより、1-b号住居

址の全容が露出されたのであるが、カマ ド付近はな

お精査を続行した。カマ ドは北壁の中央よりやや東

側を堀 りくはめ、そこに粘上のみで構築されてい

た。煙道は地山 (Ⅳ層)を貫いて設けられている。

<B-3区 >
イ,口 ,ハ,二各小区のプラン図を作成した。す

でに明らかなように礫層を挟んで上下2面 に遺構が

存在するようで、建造体の全構造を捉えるためには

B区 を広く面的に調査する必要がある。

②C区の調査

<C-1区 >
昨日の先見に基き、本日は発掘区の北と西をさら

にlm程度拡張して石塁状遺構の広がりや延び具合

を追及した。その結果、この遺構は、台地南縁の崖

面に粘上を厚 く貼り、そこに拳大の河原石を貼 りつ

けたような構造であることが知られた。貼石はかな

り脱落しているが綿密に貼付されているように見受

けられた。

先の黒色ないし黒褐色粘土層は、この石塁状遺構

を埋めている。この層の下方には、黒灰色の砂利層

が存在しているが、これは基盤の上部を構成するも

のかも知れない。砂利層上面からは晩期縄文土器な

どが出土している。なお、石塁の裾部はゆるく湾曲

して南西方向に延びていくが、これと併行するかの

ような石列があり、流路のようなものが想定される

ので、さらに調査を続行する。

<C-4区 >
本日は十字のセクションベルトの分層結果を記録

した。その大要は次の通りである。

I層 :こ の層には、現耕作土とその床土、その下

位に旧耕作土とその床土が含まれる。耕作

土は淡灰褐色で床土は黄色ないし赤褐色を

呈している。
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1-b号住居址のかまど煙道 (南から)

1-b号住居批の地床炉 (東 から)

C-1区調査風景 (南東から)



Ⅱ層 :上位は黒褐色土、下位は暗褐色土として細

分した。いずれも遺物を含む。

Ⅳ層 :暗黄褐色を呈する地山 (基盤層)である。

住居址の床面は、この層の上面に築成され

ている。

2号住居址 N―Sセ クションベル ト (北半分)東から

OD区の調査

<D-4区 >
E―Wベルトを除去する。その際に前期弥生土器

片がかなり検出されたため、住居址の時期を再検討

する必要性を感じた。そこで、出土土器を総点検 し、

住居址の年代決定となる資料を確認したところ、2

号住居址とほぼ同時期としてよい結論をえた。

3月 6日 (晴 )

こ,8区の調査

<B-2区 >
1号住居址の内外の精査を続行。1-b号住居址の

中央やや東寄りで楕円形の地床炉を確認する。また

カマ ドの北東付近で鉄津1個 が検出されたが、これ

はI層 よりの出上で、本住居l■ とは関係はない。南

東で検出された、大小の礫が入つている大ピット

は、掘り込み面が不明であり、ピット内から土器等

の遺物も検出されず、時期不詳であるが、1-b号住

居址の床面を破壊して掘 り込まれているので、この

住居址のものでないことは確実である。

1-b号住居址の西壁に接 して4個 の柱穴状ピット

が1列状態で検出されている。当初は1-b号住居址

の垂木を支える柱のものかとも考えられたが、1個

が西壁の一部を破壊して掘 り込まれていることと、

北西端の1個が、住居址の壁からかなり離れている

こと等を考慮すれば、1-b号住居址に関連する遺構

とはみなし難く、後世の掘立柱建物の柱穴列とする

のがよいように思われた。

(2ⅢC区の調査

<C-1区 >
昨日来の拡張区を掘 り下げる。西側は昨日最下層

と思われる砂利層に達し、その精査を続行。この層

の上部では晩期縄文土器、前期弥生土器の破片が出

土している。石塁状遺構の検出も続行。この遺構は

B-2区 の東側で検出されている石塁状遺構と繁がる

のかも知れない。

2号住居址 E―Wセ クションベル ト(東半分)北 から

2号住居祉 E―Wセ クションベル ト(西半分)北 から

|

2号住居址 N―Sセ クションベル ト (南半分)東 から
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2号住居祉調査風景 (セ クションベル トの除去作

業)(南西から)

<C-4区 >
本日はセクシヨンベルトの断面撮影と取 り外しを

行う。未了。

OD区の調査

<D-4区 >
N―Sベ ル トのセクションを記録 し、写真撮影を

行う。また E―Wベルトの除去後の精査で住居址の

北東コーナから北側に続く壁をほぼ露出し終り、そ

の延長部分を追つた。しかし北壁の半分近くは破壊

されて存在しないようである。

8月 7日 (晴 )

発掘作業は、全体として終了段階に入つたが、な

お B区南方の石塁状遺構の調査、C-1区 拡張には

時間を要するようである。

OB区の調査

<B-1区 >
この区は試掘時には耕作上下に厚い砂層の存在す

ることが明らかにされていたが、今次、B-2区南側

で検出された石塁状遺構の調査の際に、この砂層が

流水客上によって堆積したものであることが知られ

たのである。

本日より石塁状遺構の実測開始に併せて遺構の南

側に広がる湿地の調査を試み、B-1区 を試掘時の2

x2mか ら4x4mに 拡張し掘 り下げた。砂層下には

灰色のシルト層があり、湧水も相当激しく地表下1.5

m程度下げたところで作業は中止せざるえなかつ

た。

しかし、拡張区南西隅にはやや大形の河原石が東

西方向に列状に並んだ様な状態で検出され、これが

石塁状遺構の対岸を形成することも考えられた。

<B-2区 >
イ,口小区間とハ,二小区間にあったベル トを外

して、石塁状遺構の頂部を露出させ、実測作業を進

めた。

2号住居址内の土器出土状態

B-1区南拡張区調査風景 (北 から)

石塁状遺構実測風景

3号住居l■ NS―B断面南半分 (西から)
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1-b号住居址と石塁状遺構 B区全景 (南から)

②C区の調査

<C-1区 >
拡張区の東側と南側の掘 り下げを続行 したが、未

了。砂利層の直上から大きめの晩期縄文土器片がま

とまって出土した。

<C-4区 >
ベルト外しを完了。床面上器群の精査、追加実測、

写真撮影を行う。全体写真も撮 り終えた。ただ中央

の四部分に小さな円礫が密集しているので、これの

精査と住居址の実測が残る。

石塁状遺構検出状態 (東から)

0-1区縄文晩期土器出土状態

石塁状遺構と1号住居址 (南 から)

C-1区縄文晩期土器出土状態

石塁状遺構と1号住居l■ (南から)
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2号住居址検出状況 (南東から) 3号住居埋全景 (南東から)

8月 8日 (雨)～ 8月 11日 (晴 )

全体に実測、写真作業に取り組み、この4日 間で
一部を除いて全作業を完了した。ただ8日 午後より
9日 にかけて、台風が通過し、作業を中断その後も

各住居址が水浸しになるなどで、大幅に遅延するこ
とになったことを付記する。また、c_1区の拡張区
は完全に水没し、東、西の壁面が大きく崩落したた
め、今次は調査を打ち切り、補足調査を行うことと
した。

(増野晋次,日 中義昭)

⑥D区の調査

<D-4区 >
N―Sベルトの除去を完了。住居址の平面を確認

する。西半分が欠損状態にあるので正確なことは不
明だが、隅円長方形かと思われる。

2号住居址復元全景 (南東から)

3号住居址実測風景 (南東から)

―-58-―



(3)補足 調 査 (1992年 14月～ 42月 )

補足調査は、第1次調査の際、調査区南辺部で検

出した石塁状遺構の広がりを、第2次調査に備えて

確かめておくため、1992年 11月 12日 1ヽ2月 2日 、12

日におこなった。石塁状遺構は、第1次調査では、

B-1区 第1号住居址南辺付近とC-1区 で検出されて

おり、これらは一連の遺構と考えられたが、これは

さらに西あるいは南にむけて広がることが予測され

ていた。補足調査では、このため C-1区 の南西に

D-1区東拡張区を設定 し、石塁状遺構の広がりを

確かめるとともに、C-1区 石塁状遺構の補足調査を

トレンチの拡張をしておこなった。

<C-1区拡張区>(第 17図 ,PL.9)

C-1区石塁状遺構については、第1次調査では調

査が完了しなかったため、遺構の清掃調査と実測な

どの作業を中心におこなった。石塁状遺構は、第1

次調査の成果では、B-1区 では巾2.2m、 高さ0.6m

の畝状に石が積まれていたが、C-1区 では高さ1～

15mの 石垣状となっていた。C-1区 では、さらに

この石塁状遺構が溝の北岸となる可能性もでできて

おり、石塁状遺構の1～ 1.5m南側に平行 して石の

並びが認められ、南岸の石垣の根石となるとみられ

ていた。このため補足調査では、溝と想定される部

分に直行させて、 トレンチを東に拡張し、土層の観

察をするとともに遺構の検出をおこなった。またあ

わせて、第1次調査部分の精査もおこなったが、溝

となるかどうかの確証を得るまでにはいたらなかっ

た。なお、調査の過程で、須恵器,土師器,縄文晩

期土器などが出上した。

<D-1区東拡張区>(第 18図 ,第 19図 )

D-1区東拡張区は、第1次調査で確認 した石塁状

遺構の延長線上に設定した。すでに水田耕作土が除

去されていたため、調査を開始するとすぐに石塁状

遺構の一部があらわれた。また、調査区南辺部にお

ける前回までの調査所見同様、耕作上下には砂層が

認められ、D-1区東拡張区の中では特に南西部を中

心に堆積していた。この砂層を除去すると黒灰色シ

ル ト層となったが、北半部では径10～ 20cm前 後の

亜円礫類が一面に密集しており、石塁状遺構が本調

査区にもおよんでいることが明らかとなった。まず

この段階で写真撮影など記録作業をおこなったの

ち、礫の認められない南半部の掘 り下げをおこな

い、石塁状遺構の南への広がりかたを確かめること

にした。

しかし、南半部では、礫の密集する面はなかなか

確認することはできず、最終的に北半より70cm前

後掘 り下げた段階で、刀ヽ礫がややまとまってみられ

る面があり、土層も青灰色砂質土層となり、C-1区

の所見によると、下底に近くなっていると判断され

たため、ここでひとまず発掘を終え、写真撮影、実

測などの記録作業をおこなった。なお、発掘の過程

で、陶磁器,須恵器,土師器,弥生土器,縄文土器,

安山岩製剥片石器などが出土した。また、北半の礫

の密集する面と南半の礫のまとまってみられる面と

のつながりを確かめるためサブトレンチなどの手段

も考えられたが、協議の結果、遺構の断ち割りなど

は第2次調査の課題とすることになり、補足調査の

終了時点では、北半と南半の間を段差のまま残すこ

とになった。

(竹広文明)

C-1区調査風景 (南西から)

D-1区調査風景 (西から)
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■ 試掘調査(1992年 3～ 4月 )

□ 第一次補足調査

(1992年 7～ 8月 、12月 )

□ 第二次調査

(1993年 3月 ～6月 )
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月
川
肘

第20図 第1.2次調査の調査区配置図
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(4)第 2次調査 (1993年 3月～ 6月 )(第20図 )

前年度に実施された試掘調査、第二次調査、補足

調査により、住居址等の遺構が存在する部分は遺跡
東半分の国道よりであることが判明した。

発掘開始時の遺跡景観 (北から)

このような調査結果をうけて行われた第2次調査
は、多目的集会施設建設に先立つ事前調査であり、

記録保存を目的とするものである。

発掘に入る前に前年度調査区の組み直しを行っ

た。設定は一区の大きさを10xlo mと し、これに

東→西方向をA,B,C・・・」の記号で、北→南方向を

0,1,2,3… 10の 数字で区切ってグリッドの名称を決

定した。 (以下前年調査区は旧OO区 とする。)

これにより、第2次調査の発掘区はF-3,F-4,
F-5,F-6,G-3,G-4,G-6,H-3,H-4,H-5,
I-3,I-4を 対象として実施することになった。

3月 12日 、調査に先立って重機で耕作土を除去

し、発掘は3月 22日 から始めた。以下調査の結果の

概要を順を追って述べる。

G-4区の調査は3月 28日 まで行った。この区は、

旧 D-2区 を含み、試掘時にⅡ層の黒掲色を呈する

遺物包含層の存在が確認されていた。本調査におい

ても区の西側を中心に5～ 20cm程度の黒褐色土層の

堆積が認められ、縄文土器 (晩期中葉),弥生土器(前

期),土師器,須恵器 (東播系を含む),近世陶磁器等

の破片がかなりの量出上した。また磨石、石鏃と石

匙様の黒曜石の石片も検出されている。なおこの層
には大小の川原石が包含されていた。

遺構と思われるものは、区の西側に柱穴様の多数
のピットと不定形な土拡、あるいは竪穴住居址のよ

うな遺構があったのかも知れない。

3月 末はF-3区 ,F-4区 の調査を行つた。この両

区はⅡ層はきわめて薄く、耕作土,床土下から黄褐

色の地山 (Ⅳ層)が直接露われる個所も少ない。

検出された遺構は、大小のピット39で ある。こ

れらは、一見列状をなしているようにも思われ、柵

状の柱穴である可能性もあるが、数棟の掘立柱建物
の存在も十分考えられる。

出土した遺物は、弥生土器,須恵器,中 ・近世陶

磁器等の破片である。またP18付近で縄文土器片

(後期)が検出された。弥生土器はピット内から検
出されたものがいくつかあるが、磨減したものが多
い。須恵器は平安時代前半期のものと思われる。

F-3区 、F-4区 のビット群 (西から)

F-3区 、F4区のビット群 (北から)

4月 上旬は■-3区 ,H-4区の調査を行った。
H-3区 は、耕作土・床上下に直接地山 (Ⅳ層)が

露われ、地山面からは遺構は検出されなかった。

G-4区のビットと土杭群の検出状況 (北から)
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G-4区 、G-5区の全景とH単区の一部 (北 から)

G-3区 、G単区 (人 が立っている所)、 G-5区 、H嗚

区 (一部)、 H望区、H-5区の全景 (北 から)

H-4区 は、試掘調査時にE-2区 として一部が掘

られている。その際の所見では、二層の黒褐色土が

ブロック状に残されていたようである。今次の調査

では、区の北西に大小の礫群の集中がみられ、西半

分に黒褐色土層の残存が認められた。ピットは3層

を検出したが、黒褐色土中を掘 り込み面とするもの

(上面遺構群)と 地山 (Ⅳ 層下面遺構群)の責～赤

褐色面を掘り込み面とする三期に分かれることが明

らかになった。

H‐

“

区検出のピット群 (北から)

黒褐色土中からは弥生土器、地山上面からは近世

後半期の陶磁器片が出上している。

4月 上旬はI-3区 ,I-4区 を中心に調査を進めた。

I-3区 は試掘時にはF-3区 として調査されている。

ここでも黒褐色土 (Ⅱ 層)の薄い堆積が確認され、

この層は北に行くにしたがって厚みを増 していくよ

うである。その下部には責褐色土の地山面 (Ⅳ層)

が続いている。この面では遺構は認められない。

I-3区の全景 (南西から、若隣りは H-3区 )

黒褐色土層 (Ⅱ 層)中からは弥生土器片 (前 ～中

期)が出上した。

I-4区 では、G-4区,H-4区 のピット辞に関連す

るピット群が検出された。その掘り込み面は、Ⅳ層

H-4区  P ll発掘状態 (ビ ット内に角礫あり)

H-3区の北西からみた遺跡の全景
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上面と思われ、H-4区 の下面遺構群に対応すること

が考えられた。黒褐色土層中より弥生土器片 (前期)

が出上した。

4月 下旬にはG-5区 ,G-6区の調査に入った。G
-5区 は試掘時にはD-1区 として一部の調査が行わ

れ、耕作土・床土層 (I層 )下 に黒褐色土層 (Ⅱ 層)

カミ存在せず、替って黒褐色～灰色砂質層 (Ⅲ 層)が
あり、その下方には厚い礫層が存在するとされてい

た。その後第1次調査で、この礫層とされたものは

石塁状遺構の延長部と考えられるようになり、さら

に補足調査が実施されている今次の調査は、先の調

査をうけて遺構の全面検出により、石塁の全体構造

と年代を捉えることが主目的である。

G-3区 、G-4区 、H-3区 、H-4区 、1-3区 、1-4区

(北 から)

の 全 景

G-5区の礫層 (西から)

G-5区では重機で除去した耕作上の残部を剥ぐと

礫 (拳大から径50cm程度の川原石)や砂利の層が

一面に広がっていた。長田川の氾濫によってもたら

された砂礫層と判断される。層は南東側から北西方

向に延びており、H-4区 ,卜4区 に達している。

この砂礫層を除去すると地山 (Ⅳ層)の黄褐色砂

質土層が露われる。Ⅳ層 もまた礫を多 く含んでい

る。

Ⅳ層上面にはⅡ層の黒褐色土が局所的に残つてお

り、その一部からは土器片が検出された。このよう

な地層の堆積状況からは、大規模な洪水によつてⅡ

層より上位の上層が押 し流されたことが推定され

る。

G-5区南辺からG-6区 にかけては石塁状の遺構

が検出された。これは第1次,補足の2回 の調査 に

おいてD-1区拡張区として調査され、遺構検出が

行われていたものの西側に連続する遺構である。石

塁の状況は、D-1区拡張区と比較すると、積み方が

やや散満で、積まれた川原石にも小ぶりのものが多

い。また石の分布状態 ;つ まり石塁の幅についてみ

てもD-1区拡張区よりも広くなっている。(3.2m～

3.6m)こ のことは、元はD-1区拡張区のように

密集状態で小高く積まれていたものが、洪水によつ

て押し流され、頂部を削平されたことによるのかも

G5区の金景 (Ⅳ 層を覆う礫層の検出状態)(南から)

I-3区 Ⅳ眉 P ll上面出上の弥生土器片
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知れない。石の分布幅が広がつているのI事 、石塁の

頂部が崩壊して石が北側に移動させられたためとも

考えられる。遺構の保存状態は西～南西方向に行く

ほど悪くなっている。

G-6区の石塁状遺構と F―G間東側セクションベル

トの西側壁面 (西から)

G-6区北東隅付近の石塁状遺構 (南西から)

G-6区石塁状遺橋の検出風景 (西 から)

_3725
Ⅲ一①
‖―②―b

‖―③ 一 a

↑

W‐ 苛 ③―b
―

―

土層名は第19図 を参照

_」   0                    2m

Ⅲ―③―a

‖―③―b ‖―③ ―b

第21図 G-5区、G-6区東壁土層図
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5月 に入つてからは、F,G,H,Iの 各区で所在が確

認された遺構の精査と東西、南北軸線のセクション

を記録することに集中した。東西セクションは3ラ

インについて、南北はF,Gラ インを記録すること

とし、それぞれ区と区の間に残した土手沿いに幅0.5

mの長いトレンチを入れ、その断面を記録した。

Gラ インの所見は次のとおりである。 (第21図 )

①G-3区,G-4区では、耕作土・床上下が地山(Ⅳ

層)で、地山の処々局所的に黒褐色砂質土層(Ⅱ 層・

遺物包含層)が残っていた。

②G 5区南端からG-6区 にかけては石塁状遺構
があり、その先は灰色のシルトや砂が堆積する湿地

帯になっている。

③G-6区 における土層の堆積状況は次のように認

識した。

I層   (灰褐色粘質土)、 耕作土・床土

Ш―①層 (暗褐色ンルト)、 遣物包含層 (こ の層
は台地上の遺物包含層のⅡ層とは区別されるの

でⅢ層として記載する)

Ⅲ―②層 (黒灰色シルト)

Ⅲ―③層 (灰色砂質土)

④G-6区の上層認識からは少なくとも石塁状遺構
は、Ⅲ―③層の堆積後に構築され、石塁構築後にⅢ
―①～②層が遺構をカバーする形で堆積したという
ことになる。石塁状遺構を断ち割ったところでは、

G-6区石塁状遺構の検出状態

G-6区石塁状遺構の前面 (南から)

Gラ イン トレンチ (南 から)

G-6区石塁状遺構の状態 (北から)
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積石の下から近世前半期の唐津系陶磁器が検出され

ている。この事実からすれば石塁状遺構の構築は近

世前半以降ということになる。

最下層のⅢ―③層からは縄文時代晩期の上器片が

かなり出上しているが、須恵器片なども検出されて

いるので、晩期の単純な包含層とはいえない。

Fラ インのセクションについては、試掘調査時に

Cラ インとして記録し、その基を層序は確認されて

いる。今次調査では、石塁状遺構とⅡ,Ⅲ ,Ⅳ各層
の関係を捉えるためにF-5区 から6区 の中央部を南

北方向に断ち割る形で、調査を実施した。

F-5区南辺の石塁状遺構とその断面 (南北方向、壁

中央に杭あり (西から))

その結果、石塁状遺構はⅡ層 (黒褐色遺物包含層)

を切り、皿一C層下部を面として、その上に構築さ

れたものと判断される。Ⅲ―③層は厚さ0.4～07m
の黒褐色シルト層であるが、下半部は灰褐色に変化

している。Fラ インの断面ではこの層の上に黒灰色

を呈 し、植物遺体を包含する層が薄 く堆積 してい

る。この層が見られるのは、Fラ インの断面のみで

あった。なお石塁の南縁からは木杭が1本検出され

たが、この抗は先端がⅢ―③層上部に達しており、

先述のロー③層下部を基盤にして石塁状遺構が築か

れているとする認識を裏づけている。Ⅲ―③層下部
からは縄文時代晩期の上器が検出されている。

5月 中旬に入って東西方向のセクションを記録す

ることとし、その作業を行った。採録ラインはF―

3区からI-3区 の杭を連ねた3ラ インである。土層所

見は予備調査時のそれ(B-3区 からF-3区 の杭)と
基本的に変わらない。

第1次調査の際耕作土と床上の大部分を除去さ

れ、F-3区 とI-3区 以外はⅣ層上面が露出してい

た。遺物包含層のⅡ層 (黒褐色土層)が残っていた
のはF-3区 とI-3区 であるが、F-3区 は部分的にし

か認められない。
このように東西セクションでは、図らずもⅣ層の

上面を確認したに止まったのであるが、Ⅱ層は北側

から西側にかけては遺存 してお り、1986年 に七渡

F-5区の石塁状遺構検出状況 (北 から)

G-6区石塁状遺構下層検出の近世陶磁器片

F-5区 の石塁状遺構検出状況 (南TRlよ り)
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瀬遺跡で検出された遺物群は、この層の外縁部に包

含されていたものと思われる。

5月 下旬から6月 上旬にかけては、検出されたピッ

ト群を精査して写真を撮 り、さらに石塁状遺構の最

終的チェックを行つた。この段階で注目されること

は、G-6区で、石塁状遺構の南裾から南方向へ列状

に打ち込まれた杭力鳥検出されたことである。杭は14

本あり、これら力諺列に並走するかのように立って

いた。また、いずれの杭も西側に傾いていることか

ら東より圧力の加わったことが推測される。

杭列の性格をどう判断するかという点については

決定的な資料がないので明言はできないが、堰の遺

構とみることも可能であろう。

5月 下旬から6月 上旬にかけて (株)ワ ール ド航

測コンサルタントによる石塁状遺構の実測が行わ

れ、6月 23日 降雨の中ではあつたが、現地説明会を

実施。6月 25日 をもって第2次調査を終了した。

(久保谷浩二,田 中義昭)

G-6区南端の杭列 (南東から)

G-6区南端の杭列 (商東から) B区の発掘風景 (上・北から、下 。東から)
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3、 調査の成果 (検 出遺構 と出土遺物 )

(1)第 1号住居址 (第23図、PL.10、 11上 )

〔検出状況〕

この住居址は、B-2区のイ、口、ハ、二の小区で検出された。ここでは2つの住居址が重複し

ていた。下部にある住居址(1-a号住居址)は保存しておくことにしたため、上部にある1-b号

住居址を掘り出したのみで、これを除去して1-a号住居址の全容を検出することはしなかった。

したがって、1_a号住居址は床面の一部と、北東の壁の隅が確認されたのみである。1-b号住居

址においては、南側の壁は検出しえなかったが、検出状態は良好であつた。

1-b号住居址の埋土の層序は次のとお りである。

I―①～Ⅱ―②層 (新旧耕作土・床土)、 Ⅱ―③～⑥層 (遺物包含層・1-b号住居址床面)、

Ⅳ層 (基盤層・地山)

Ⅱ層群からは須恵器片や土師器片、中 。近世の陶磁器片が出土したが、1-b号住居址の床面と

その直上のⅡ―③層からは奈良時代の須恵器が出土し、これが年代決定の手掛りを与えている。

また、 I層 からも中 。近世の陶磁器片が採集された。

〔平面・断面形〕(1-b号住居llL)

平面形は一辺4x3mほ どの長方形をなすと思われる。断面形はカマ ドの手前と地床炉のある

中央部が落ち込んでいるが、その他は平坦である。また、床面の中央部は固く踏み固められてお

り、その東西の壁に近い床面は軟らかくなっていた。

〔桂穴・炉等〕

1-b号住居址内には主柱穴と思われる穴はなく、炉址近くに小ピットが1個検出されている。

住居址外の西部においては、ほぼ一直線上に4つ のピットが並んでいる。 (南から深さ0.4m、

径0.2mの ほぼ円形状、深さ約0,4m、 径約0.2mの ほぼ円形状、深さ0。 2m、 径0.2mの ほぼ円

形状、深さ約0,4m、 径約0.2mの 円形状のビットであり、それぞれピット間距離は約1.3m、 約

1.Om、 0.7mである。)ま た、北部においても深さ約0.lm、 径約0.lmの円形のピットが検出さ

れた。北東部では、東西約0,3m、 南北約0.4mの 範囲に焼土が広が り、そのまわりを約0.lm

大の川原石で囲んだ遺構が検出された。深さは0.lmである。また、その北部にも東西約1.Om、

南北約0.8mの範囲に、大きなもので径約0.lmあ る石が散在 している。この石塁状遺構の南部

には、性格不明のビットが2個所見られる。1-b号住居址外の南部(1-a号住居址上)においては、

約0.1～ 0.2mの 石塁状構遺構の石が東西の方向に並んでいる。

また、1_b号住居址内においては先述のように、中央部に東西約0,3m、 南北約0.5mの範囲

に焼土が広がる地床炉が検出された。深さは約0。 lmである。北側の壁の中央からやや東よりの

位置でカマ ドが検出された。この遺構は前方の部分は崩れており、奥の部分が残るのみであった。

また、カマ ドの手前では焼土や炭を掻き出した跡が見られた。カマ ドは粘土のみで構築されたも
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のと思われる。このカマ ドの東側に深さ約0.lm、 径約0。 lmの 円形状のピットが検出された。

住居址床面の南西部には東西約0.7m、 南北約0.8m、 深さ約0.2mの大きなピットが検出され

ている。ピットの底部分には約0.1～ 0.2m大の石が認められた。

壁の高さは0。3m以下である。また、住居址の壁に沿つて巡らしてある溝は約V4が残ってい

た。巾は約0,lmで、深さは0,lm以下である。

1-b号住居址の床面の南半分程度は、1-a号住居址の埋土に貼床 してつくられている。1-a号

住居址は、その意味で1-b号住居址に先行することは確実であるが、規模や形状は不明である。

このことは、1-b号住居l■ を保存して残すことにしたためである。

1-a号住居址を埋めたE―⑥層からは、弥生時代末期もしくは古墳時代初頭の土器片 (鼓形器

台の破片)が検出され、年代決定の参考資料が得られた。

1号住居址の南側で検出された石塁状遺構は、1-b号住居址の覆上を切つて構築されているの

で、年代的には住居址より後出のものということができる。

〔出土遺物〕

(弥生土器)(第24図 -1～ 3、 PL.19)

1は 中期の萎の口縁片である。器肉は薄手で日唇部にはしっかりとした面をもつ。調整は内外

面共にヨコナデである。胎土は2mln以 下の砂粒を含み、焼成は良好である。2は羹の底部片であ

る。調整については、外面は風化が著しいが、内面はナデ後ヘラ状工具によるミガキである。胎

土は0.5～ 3mln以 下の砂粒を含み、焼成は良好である。31ま 高郭の脚部片と思われる。内外面共に

黒灰色を呈し、調整は斜め方向のハケの後にナデを行い、同心円のスタンプ文を施す。内面はケ

ズリの後に横方向のミガキを施す。胎土は3mln以下の砂粒を含み、焼成は良好である。色調、ス

タンプ文からみて搬入土器ではないかと思われる。

(土師器)(第24図 -4～ 11、 PL.19、 20)

4は鼓形器台の杯・筒部である。杯部は低平で、調整は外面がヨヨナデ、受部内面はヘラミガ

キ、脚部内面はヘラケズリである。胎土はlmln以 下の砂粒を含み、焼成は良好である。5～ 111ま

菱の口縁部である。5は 口径復元が可能で、口縁部はやや内湾しながら面をもち、内面を上方に

跳ね上げ端部に至る。調整は内面下部にはヘラケズリ、それ以外はヨコナデである。6も 5同 様

に口縁端都内面を上方に跳ね上げるものである。7、 81よ 口縁部を九 くおさめ、日縁部から胴部

にかけてはゆるやかな「く」の字状を呈す。胴部内面にはヘラケズリを施す。91よ 端部を九 くお

さめるものである。10、 lJよ 器厚の厚いもので、101よ 端部を丸 くおさめ、日縁部から胴部にか

けてはゆるやかな「く」の字状を呈す。胴部内面にはヘラケズリを施す。lJよ 口唇部に面をも

つものである。胎土、焼成とも良好である。

(須恵器)(第 24図一引2～ 22)

12～ 17は蓋杯の蓋の破片である。12～ 141よ 天丼部であり、いずれも輪状つまみがつく。15～

17は屈曲する口縁部と下垂する日唇部をもつものである。18～ 221よ 、蓋郭の杯部である。18、 19
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第3表 試掘調査出土土器・陶磁器観察表

図版番号 出 土 地 点 器種他 法量 (cm) 文様・形態。手法の特徴 D胎 土②色調③焼成 備考

1 D-4・ Ⅱ層

生
　
　
部

弥

壺

一肩

不 明

外 :ヨ コ～ナナメ方向

のミガキ

内 :ヨ コ～ナナメ方向

のハケメ

①21nm以下の砂粒を含む

②黄褐色

③良好

PL.19

上段
D-4・ Ⅱ層

弥生壺

肩部
不 明

外 :三条のヘラ描き直

線文、羽状文

内 :ヘ ラミガキの後ナ

デ調整

①21ml程度の粗砂を少量

含む

②淡黄褐色

③良好

PL。 19

上段
D-4・ Ⅱ層

弥生壺

(肩 ～

底部の

境目)

不明

外 :一条のヘラ描き直

線文、ナデ調整、羽状

文、胴部と須部の境目

に段差あり

内 :ヨ ヨナデ

①2HIn程度の粗砂粒を少

量含む

②淡黄褐色

③良好

4 D-4・ Ⅱ層
弥生棗

口縁部

口径

28,Ocm

外 :ヨ コナデ、ナナメ

方向のヘラミガキ

内 :ヨ コナデ

①lmal前 後の砂粒を含む

②内 ;灰茶褐色、外 ;淡

桃白色、日縁部その他 ;

淡白黄褐色

③良好

PL.19

上段

D-4・ 黒色

土層

(Ⅱ 層)

箋

部

生

縁

弥

口

口径

25,Ocln

外 :ナ デ、2条 のヘラ

描 き直線文の間に3列

の列点文、ハケメ

内 :ナ デ

①l～ 5mln前 後の砂粒 を

多く含む

②内 :灰褐色、外 ;黄茶

褐色

③農好

6
PL.19

上段
B-3・ Ⅱ層

弥生壷

底部

底 径4.8

cm現状高

2.8cm

外 :タ テ方向のヘラミ

ガキ、ヨコナデ

内 :風化が著しい

①lmm以下の砂粒を多く

含む

②黄褐色

③良好

PL.19

上段
F-4・ Ⅱ層

土師壷

口縁部

口径

17.4cm

外 :二重回縁の退化し

たもの、ヨコナデ

内 :ヘラミガキ、ヨコ

ハケ、ヨコナデ

①l～ 2mn程 度の砂粒を

含む

②黄褐色

③良好

PL.19

上段
C-1・ I層

須恵器

杯・蓋
口径不明

外

内

回転ケズリ

回転ナデ

①良好lmm以下の砂粒を

含む

②青灰色

③良好

9 C-1・ I層
須恵器

郭底部

底径

9 7cm

外

内

回転ケズリ、ナデ

回転ナデ

①2mmの 砂粒を少量含む

②灰白色

③良好

10
PL.19

上段
B-5, E層 青磁碗 口径不明

外 :施釉、鏑蓮弁文

内 :施釉
；

好

密

釉

良

①

②

③

オリーブ色

龍泉窯

系13C

初～

中頃

PL.19

上段
A-1・ I層

青磁碗

底部

高 台 径

7.Ocm

釉

釉

施

施

外

内

①密

②白緑色

③良好

一
　
一削

Ｃ

Ｃ

・４

・５

半
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番号
瓢版番号 出 土 地 点 器種他 法量(cm) 文様・形態。手法の特徴 D胎 土②色調③焼成 備考

12
PL。 19

上段
C-1・ I層

須恵器

壺底部

底径10.0

Cm

外 :回 転ケズリ (ロ ク

ロの回転方向は右)

内 :回 転ナデ

①lmm以 下の砂粒を含む

②内 ;明灰白色

外 ;明灰白色、素地 ;

灰茶色

③良好

13
C-1・ 拡張

区崩土

陶磁器

碗底部

高台径

5,Ocm

削りだし高台

外 :施釉

内 :施釉後ロクロの回

転により見込みの釉を

かきとる

①lnm以下の砂粒を含む

②内 ;赤茶色

外 ;暗灰色

③良好

石見焼

幕末

14 E-4・ I層

陶磁器

不明

底部

不 明

外 :回 転ケズリ後施釉

(ロ クロの回転方向は

左)

内 :回転ナデ、見込み

は釉をかきとる

①inIIl以下の砂粒を含む

②素地 :赤褐色

釉 ;濁緑色

③良好

15
PL.19

上段
A-1・ Ⅱ層

陶磁器

壺底部

底径

7.4cm

外

内

施釉

回転ナデ

①精良,ほ とんど砂粒を

含まない

②胎土 ;淡赤褐色

釉 ;淡黄灰色

③良好

石見焼

は胴部に段をもつものである。181よ 段より上は外反しながら開き、日唇部はさらに外方に傾い

ている。19は 「ハ」の字形の低い高台が底面外縁近くにつくものである。これら2つ は同一個体

であると思われる。201ま体部がまっすぐ伸び、日唇部が尖 りぎみにになるシャープなつ くりの

ものである。21、 221よ 器高が低 く、低い高台の付 くものであり、211よ逆凹状を呈する高台が底

部のやや内側に付 く。国縁部は21、 22と もまっすぐ伸び、日唇部はやや尖りぎみにおさめる。23

は盤の底部片であり、調整は内面は回転ナデ、底部外面は回転ケズリ、それより上は回転ナデで

ある。胎土はいずれもinlm以 下の砂粒を含み、焼成は15、 16、 20、 211よ 良好、12、 14、 17、 19

はやや甘く、18、 22、 231よ悪 く、灰白色を呈す。

(土器・陶磁器)(第24図 -24～ 33、 PL.19、 20)

24は東播系の鉢である。口縁部は逆「く」の字状に肥厚 しながら屈曲する。調整は内外共に

回転ナデである。胎土は2mln以 下の砂粒を少量含み、焼成は良好である。25、 261ま 白磁の皿であ

る。25は体部はまっすぐ伸び、日縁部端部を外側に引き出すもので、低い削 り出し高台をもつ。

釉は淡灰白色を呈し、外面は体部上半にかかり、内面は施釉後、見込みの釉をはぎ取る。内面下

位に浅い沈線をもつ。26は低い高台をもつもので、内外面全体に灰白色の釉を薄く施 した後に

高台畳付部分は釉を掻き取っている。16世紀に位置付けられるものである。胎土はいずれも密

で、焼成は良好である。271よ 17世紀の木原唐津の染付の口縁片である。日縁端部は丸 くおさめ

る。透明感のある灰色の釉が薄くかかり、淡緑色の染付が施される。胎土は密で焼成は良好であ

る。28は幕末から明治時代の石見焼の碗の底部であり、削 り出し高台をもつ。底部は薄 く仕上
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第4表 第 1次調査出土土器・陶磁器観察表(B⊇区)o=セクションベルト、EW a西方向、隠菊J防向)

図

号

挿

番 コ版番号 出土 地 点 器種他 法量 (cln) 文様・形態・手法の特徴 Э胎土②色調③焼成 備考

1

B-2-ハ ・

1-bイ主居・

床面

弥生養

口縁部

口径240

Cm

外

内

ヨコナデ

ヨヨナデ

①2Hun程度の砂粒を多く

含む

②黄茶褐色

③良好

2
B-2-ハ
Ⅱ層

弥生菱

底部

底径 5.0

Cm

外

内

風化著しく不明

ナデ後ヘラミガキ

①O.5～ 2Hvllの 白色砂粒を

含む

②内 ;淡黒灰褐色、

外 ;明 白黄色

③良好

3
PL.19

下段

B-2-口 ・

NS― B・ Ⅱ

層

弥生高

郭脚部

脚底径

12,Ocm

外 :ケ ズリ後ヨコ方向

のミガキ

内 :ナナメ方向のハケ

メ後同心円のスタンプ

文、ナデ

①密(0.311ull程 度の砂粒

を含む

②黒灰色

③良好

4
PL 19

下段

1-a住居址

NS― B・ Ⅱ
―⑥層

土師鼓

形器台

杯・脚

部

径不明

外 :ヨ コナデ

内 :杯部ヘラミガキ、

脚部ヘラケズリ

①やや密

②淡黄褐色

③良好

B-2-ハ
Ⅱ層

発

部

師

縁

土

口

回径16.0

Cln

外 :ナ デ

内 :ヨ コナデ、ヘラケ

ズリ

①微砂粒を含む

②明茶褐色

③良好

6
B-2-ハ
Ⅱ層

発

部

師

縁

土

回
口径不明

外

内

ヨコナデ

ヨコナデ

①密

②淡黄褐色

③良好

B-2-ハ
ニ層

土師襲

回縁部
口径不明

外

内

ヨコナデ

ヘラケズリ

①O.5mn程度の白色砂粒

及び金雲母を含む

②内 ;淡黄灰褐色、

外 ;淡黄茶色

③良好

B-2-ロ
Ⅱ層

土師甕

口縁部

口径 240

Cln

外

内

ヨコナデ

ヘラケズリ

①密

②淡黄灰褐色

③良好

B-2-ロ
Ⅱ層

甕

部

師

縁

土

口
口径不明

外

内

ナデ

ヨコナデ

①密

②明責茶色

③良好

10
B-2-ハ
Ⅱ層

土師発

口縁部
口径不明

外

内

ナデ

ヨコナデ、ケズリ

①金雲母少量及び微石粒

を含む

②黒灰色

③良好

B-2-ロ
Ⅱ層

菱

部

師

縁

土

口
口径不明

外

内

ヨコナデ

ヨコナデ

①微砂粒を含む

②茶色

③良好

12
PL.19

下段

B-2-′

Ⅱ層

須恵器

杯・蓋

つまみ径

6.Ocm

外 :回転ナデ、つまみ

は貝占り付t)

内 :不明

①密

②白灰色

③やや良好
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図

号

挿

番 剛版香号 出 土 地 点 器種他 法量 (cm) 文様・形態。手法の特徴 ①胎土②色調③焼成 備考

B
B-2-ハ
I層

須恵器

郭・蓋

つまみ径

6 0cln

外 :ヘ ラケズリの後回

転ナデ、つまみは貼 り

付け

内 :回 転ナデ

①ほとんど砂粒を含まな

②灰色

③良好

14
PL.19

下段
B-2-ニ

須恵器

邦・蓋

つまみ径

8.Ocm

外 :ヘ ラケズリ後ナデ

内 :指ナデ、つまみは

貝占り十↓け

①密、0.1～ 0.2mmの 砂粒
を含む

②白灰色

③やや良好

15 B-2-ハ
須恵器

不・蓋

回径14.0

Cm

外

内

回転ナデ

回転ナデ

①密、0,3mll程 度の砂粒

を含む

②内 ;青灰色,外 ;灰白

色

③良好

16
B-2-ロ
I層 下部

須恵器

郭・蓋

口径18.0

Cm

外 :ヘラケズリの後回

転ナデ

内 i回転ナデ

①密

②暗灰色

③良好

17
B-2-ハ
Ⅱ層

須恵器

郭・蓋
不明

外

内

ナデ

ナデ

①密

②淡灰色

③やや良好

18
PL 19

下段

1-b住居址

・NS―B
Ⅱ―③層

須恵器

杯 口

縁～体

部

口径18.0

Cm

外

内

強い回転ナデ

強い回転ナデ

①密、白色微砂粒を少量

含む

②内 ;灰褐色、外 ;淡白

灰褐色

③悪い

金属写

し

19
PL.19

下段

B-2-ハ
Ⅱ層中部

須恵器

高台付

郭・蓋

高台径

12.Ocm

外 :ヨ コナデ

内 :回転ナデ、不定方

向の回転ナデ後ユビナ

デ

①密

②内 ;灰褐色、

外 ;淡灰褐色

③良好

金属写

し

郷
PL.19

下段

B-2-ロ
Ⅱ層

須恵器

郭

口径130

Cm

外

内

回転ナデ

回転ナデ

①lmn以 下の砂粒を含む

②灰色

③良好

PL。 19

下段

B-2-ハ
Ⅱ層

器

付

恵

台

須

高

郭

口径10.0

Cm

外

内

強い回転ナデ

強い回転ナデ

①O.5mm前後の自色砂粒

を含む

②灰褐色

③良好

賜

B-2-ハ ・

ユーb住居・

床面

須恵器

ネ・蓋

口径14.0

Cm

外

内

回転ナデ

回転ナデ

①密

②内 ;淡黄灰褐色、

外 ;淡灰褐色

③悪い

23
PL.19

下段

B-2-ハ ・

NS― B・ Ⅱ
層

須恵器

大皿

底 径200

Cm

外 :ケ ズリ、回転ナデ

内 :回転ナデ

①密

②淡灰褐色

③悪い

24
PL.19

下段

B-2-口 ・

北拡張区・

I層上部

須恵質

鉢・口

縁部

口径20.0

Cm

外

内

回転ナデ

回転ナデ

①l～ 2mmの 砂粒を含む

②灰褐色

③良好

東播系
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図

号

挿

番 瓢版番月 出 土 地 点 器種他 法量 (cm) 文様・形態・手法の特徴 Э胎土②色調③焼成 備考

%
PL.19

下段

B-2-イ ・

拡張区 I層

白磁皿

Ⅲ類

高台径

5.Ocnl

外 :上半に施釉

内 :施釉、下位に浅い

沈線、見込みの釉はぎ

取り

①密

②素地 ;灰 白色、釉 ;淡

灰白色

③良好

%

卜b住居・

EW― B・

I―②層

自磁皿

底部

高台径

8.Ocln

釉

釉

施

施

外

内

①密

②素地 ;淡灰褐色、釉 ;

灰白色③良好

27 B-2・ I層

陶磁器

碗・口

縁部

口径14.0

Cm

外 :染付・施釉

内 :施釉

①密

②淡灰色、染付 ;淡緑色

③良好

28
PL.19

下段

B-2-ロ
表採

陶磁器

碗底部

高台径

8,Ocln

外

釉

内

削りだし高台、施

施釉

①密

②素地 ;淡緑色、釉 ;緑

味を帯びた透明

③良好

29
B-2-ハ
Ⅱ層

器

部

磁

底

陶

皿

高台径

8.Ocm

付

付

染

染

外

内

①密

②青白色,染付 ;藍色

③良好

30
B-2-ハ
Ⅱ層

白磁碗

口縁部

口径12.0

cal

釉

釉

施

施

外

内

①密

②釉 ;淡灰白色

③良好

ユーb住居・

EW― B・

I一②層

自磁碗

V類・

口縁部

口径18.0

Cm

釉

釉

施

施

外

内

①密

②釉 ;淡灰白色

③良好

32

B-2-口 ・

北拡張区・

I一①層

碗

部

磁

縁

白

日

口径22.0

Cm

釉

釉

施

施

外

内

①密

②殿 ;淡灰白色

③良好

33

1-b住居址・

DヽV― B・  I
一②層

陶磁器

皿日縁

部

回径 14.0

Cm

外

内

上半に施釉

施釉

①密

②素地 ;淡灰褐色、釉 ;

淡灰緑色

③良好

唐 津

17C前

半

げられている。淡緑色の透明感のある釉が内面全体及び外面の高台を除く部分に施されており、

一部高台に釉がかかる。胎土は密で、焼成は良好である。291よ 染付の皿の底部片である。低い

高台をもち、淡青色の透明感のある釉が全面に施される。内面には藍色の染付が施されるが、文

様は不明である。

30～ 32は 白磁の碗の口縁片と思われるものである。まっすぐ伸びて端部で尖 りぎみになる30

と、端部上面に面をもつ32と 、端部が横に屈曲する31がある。釉は、いずれも淡灰白色で内外

面に薄くかかる。331よ唐津焼の皿であり、緑色がかった灰色の透明感のある釉が内面と外面の

日縁部から体部の一部にかかる。17世紀前半に位置付けられる。いずれも胎土は密で、焼成は

良好である。



〔考察〕
以上の記載で明らかにしえたことは次下の諸点である。
①l―b号住居址は奈良時代後半頃の小規模なかまどをもつ方形ないし長方形住居址である。
②l―a号住居址は、規模・形状等不明であるが、1-b号住居址に先行し、弥生時代末～古墳時代初

頭のものと思われる。

③石塁状遺構は、1号住居址より後に構築されている。
④住居址外におけるピットや石囲い炉状遺構は、それらの位置から判断して1-b号住居址に伴うも

のではなく、出土遺物に中・近世の陶磁器片があること等から、中 。近世のものであると思われ

る。また、1-b号住居址南西部の大きなピットも性格は不明であるが、中 。近世に堀 り込まれた

可能性が強い。
(増野晋次、福間直美 )

(2)第 2号住居址 (第 25図、PL.13～ 15上 )

〔検出状況〕

この住居址は、C-4区の北東隅でその一部が検出されて所在が明確となった。位置的には C―

4区の杭を中心に半径4mの範囲に納まる。床面の状況は、北東から東部分が不明瞭であり、壁

も南狽1と 東・西側で高さ20cm程度残つているのみであり、全体として遺存状態は不良である。

住居址の埋土の層序は次のとおりである。

I層 :上部 淡黒色粘質土層 (耕作土)

下部 明責褐色土層 (床土)

Ⅱ層 :上部 淡灰褐色土層 (旧耕作土)、 赤橙褐色土層 (旧床土)

下部 暗黒褐色土層 (遺物包含層)

Ⅳ層 : 暗黄褐色砂質土層 (地山)

Ⅱ層上部からは須恵器、土師器、弥生土器、縄文土器、中 。近世以降の陶磁器の破片が出土し

た。また、住居址中央の床面直上からは底部を欠失した大型の土師器の甕(26図 -17)と 複合口縁

の甕の破片が検出されている。 I層 でも須恵器の不の蓋片が採集されている。

〔平面・断面形〕

平面形は必ずしも明瞭ではないが、残っている壁のラインから不整六角形と判断された。一辺

の長さは0.6～ 1.Omの ものである。断面形は壁が外傾 して逆台形状を呈 し、床は多少の凹凸が

あるが全体的には平坦である。床面積は約8ド と推定される。

〔柱穴・炉〕

住居址の内には柱穴はなく、中央部に東西1.lm、 南北約0.5m、 深さ0,lm程度の浅い皿状ピッ

トがある。その中には炭化物が残っていた。なお、ピットの底部には円礫が詰められたような状

態で認められたが、これは住居址が掘り込まれたⅣ層 (地山)に含まれる礫群と考えられる。

住居址の外側では数個の土拡とピツトが検出されている。しかし住居址に伴うものかどうかは

不明。
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I(1)一① 耕作土
I(1)―② 明黄掲色土層 (床土)

Ⅱ(11)一① 淡灰掲色土層 (旧
―耕作土)

Ⅱ(II)一② 赤槽褐色土層 0日床土)

I(lI)引③ 皓黒掲色土層
Ⅳ(Ⅳう 暗黄褐色砂質土層 (地山)



〔出土遺物〕

(縄文土器)(第26図 -1～ 4)

1は後期の縁帯文土器の口縁部片である。縁帯は、端部を逆「L」 の字形に引き出し、その下

に粘土紐を付加してつくられている。外面には棒状工具による直線文様が施されており、「己」

の字状の文様は向つて左側から右側にかけて描かれている。縁帯がもっとも太くなる部分で縦方

向に2個の孔を穿とうとしているが、貫通 しているのは1個 だけである。調整は内外面共にナデ

で、外面には貝殻によるとみられる擬似縄文の施されているところも認められるが、風化のため

明瞭ではない。胎土は3mln以 下の砂粒を多く含み、焼成は良好。2は深鉢 もしくは浅鉢の胴部片

と思われる。外面には3本のヘラ描きの直線文を巡らし、その下方に傾向の細日の縄文が施され

ている。内面の調整はナデ。胎土は2mln以 下の砂粒を含み、焼成は、あまり良くない。

3は晩期の深鉢の胴部片である。器形はやや外反すると思われる。外面には、ヘラ状工具によ

る直線文が施されている。41ま 同じく晩期の深鉢の口縁部片である。端部下方に断面三角形の突

帯を巡らす。突帯頂部には刻目を施す。調整は外面は風化が著しく不明であるが、内面はナデて

いる。胎土はlmln以下の砂粒を含み、焼成は良好である。

(弥生土器)(第26図 -5～ 9、 12～ 16)

5～ 7は前期の菱の破片である。51よ 如意状口縁に似た形状を呈する日縁部片である。調整は、

口縁部内外面共にヨコナデ、胴部外面には、縦方向のハケメが施されている。胎土には3mln以 下

の砂粒を含み、焼成は良好である。

6、 7は 、胴部の破片である。6は外面ハケ調整の上に2条のヘラ描き直線文を巡らせる。7は外

面には縦～横方向のハケメ、その後に2条のヘラ描き直線文を巡らせ、その間に列点文を施す。

内面は横方向のハケ調整である。いずれも2mln以 下の砂粒を含み、焼成は良好である。

8、 9は 中期の土器片である。8は壼の頚部から肩部にかけての破片である。内傾する肩部から

頚部が直線的に立ち上がる。調整は、外面が縦方向のハケを施 した後に5条 1単位の櫛状工具に

よる平行直線文と波状文を交互に巡らしている。内面は、縦方向のハケ後にナデを施している。

胎土は2mln以 下の砂粒を含み、焼成は良好で、色調は暗黄橙色である。91よ 直口壼の口縁部であ

る。日縁端部は拡張されて平坦面をなし、外面には断面三角形で、刻目の入った突帯を巡らす。

調整は外面がヨコナデ、内面は風化が著しく不明である。胎土は2mln以 下の砂粒を含み、焼成は

良好である。

12～ 14は萎で、日縁部が逆「L」 の字状に屈曲している。13は 口縁よりやや下方に断面三角形

の貼 り付け突帯を巡らしている。調整は13～ 14いずれも外面ヨコナデ。内面は風化が著 しく不

明である。胎土にはlmln以 下の砂粒を含み、焼成は良好。

15～ 16は壼 もしくは甕の底部である。両者共に平底で、外面には縦方向のハケ調整を行い、

内面はナデている。焼成は良好。
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第5表 第 1次調査出土土器・陶磁器観察表 (C4区その1)

図

号

挿

番 図版番号 出土 地 点 器種他 法量 (cm) 文様・形態 ,手法の特徴 Э胎土②色調③焼成 備考

1 C-1・ 表採
縄文鉢

口縁部

口径33.0

cal

外 :棒状工具による直

線文、ナデ、縄支

内 :ナデ

①18Mll以 下の砂粒を多く

含む

②内 ;暗黄橙色

外 ;淡灰掲色

③良好

2
C-4-ニ

表採

縄文鉢

口縁部
不明

外 :3条 のヘラ描 き直

線文、ナナメ方向の条

痕

内 :ナデ

①lmull程度の砂粒を多く

含む

②暗褐色

③史好

3

C-4・ 東

側・住居址

外

縄文鉢

胴部
不 明

外 :ヘ ラ状工具による

沈線文、ナデ又はミガ

キ

内 :ヨ コ方向のナデ又

はミガキ、外傾接合

①lmull程度の細砂を少量

合む、金雲母を含む

②褐色

③良好

4

C-4・ EW
―B(住 居

址内)

縄文鉢

口縁部
口径不明

口緑下刻み目突帯

ナデ

外

内

①微砂粒及び金雲母を合
む

②茶褐色

③良好

C-4-口 ・

LT,WE―
B・ Ⅱ層 最

上部

発

部

生

縁

弥

口

口径 28.0

Cm

外 :ヨ コナデ、胴部は

タテハケ

内 :ヨ コナデ

①O.5～ 4cm程度の砂粒を

含む

②内 ;淡黄茶褐色

外 ;面茶褐色

③良好

6

C-4・ 東

側・住居址

外・Ⅱ層

甕

部

生

胴

弥

上
不 明

外 :ナナメハケ、二条

のヘラ描き直線文

内 :ナデ

①l～ 2剛程度の砂粒を

含む

②淡黄褐色

③良好

C-4・ 表採
弥生萎

上胴部
不 明

外 :二条の沈線とその

間に列点文タテハケ

内 :ヨ コ～ナナ メハ

ケ、黒斑あり

①2mln以下の砂粒を含む

②淡黄褐色

③良好

C-4・ EW
―B・ 住 居

址内・Ⅱ―

⑨層

弥生

長頚壷
不 明

外 :タ テ方向のハケの

上に くし描 き平行線

文、波状文

内 :タ テ方向のハケメ

後ナデ

①l～ 3血程度の砂粒を

多く含む

②暗黄橙色

③良好

9

C-4・
LT,NS―
BⅡ 層上部

弥生

直口壷

口縁部

口径不明

外 :2条 の断面三角形

の突帯に刻み日、ヨコ

ナデ

内 :風化著しく不明

①l～ 211ull程 度の砂粒 を

含む

②淡黄灰色 (他 と違い色

が白い)

③良好

10

C-4-イ ・

LT・ EW―

B・ Ⅱ層 中

部

高

部

師

脚

土

郭

脚径 9.0

Cm

外 :ナデ

内 :ナデ

①密

②淡黄白色

③良好

-8←



図

号

挿

番 図版番号 出 土 地 点 器種他 法量(cm) 文様・形態・手法の特徴 D胎 土②色調③焼成 備考

C-4-イ ・

LT・ EW―
B・ I層 最

下部

土師発

口縁部
口径不明

外

内

風化のため不明

風化のため不明

①密、微砂粒を含む

②内;明 黄白色、外 ;明

黄茶褐色

③良好

12

C-4-口 ・

LT,NS―
BE層 中部

発

部

師

縁

土

口
回径不明

外

内

ヨヨナデ

風化のため不明

①l～ 3tun程 度の石英及
び砂粒をやゃ多量に含む

②淡自黄褐色

③良好

13

C-4・ NS―

B・ 交差部
・Ⅱ―①層

弥生整

口縁部

口径34.0

Cm

外

帯

内

断面三角形の突

ヨコナデ

風化著しく不明

①l～ 3nMl程 度 の砂粒 を

含む

②内 ;白 橙 色、外 ;淡 黄

橙色

③良好

14
C-4-イ

Ⅱ層中部

甕

部

師

縁

土

口
日径不明

外

内

ヨヨナデ

ヨコナデ

①l～ 2mm程 度の石英を

少量含む

②淡黄褐色

③良好

15 C-4・ Ⅱ層
弥生奎

底部

底径 6.0

Cm

外 :タ テ方向のハケメ

(風化著しい)

内 :ナ デ,指圧痕か ?

①l～ 3mm前 後の砂粒及
び石英を含む

②内 ;白 灰褐色、外 ;淡

白橙茶色

③良好

16

D-4-二 ・

N― B(住
居址内壁の

わき)南西

側

弥生塞

底部

底径 8.0

Cm

外

内

タテ方向のハケメ

ナデ

①l～ 4Hull前 後の石英及
び白色砂粒を含む

②内;淡 灰褐色、外 ;明

白黄色

③良好

17
PL 21

上段

C-4-イ ・

床面土器群
土師箋

口径860
Cm

外

着

内

ヨヨナデ、スス付

ナデ

①O.5～ 3mln程度の砂粒を

含む

②内 ;黄 自褐色、側面一

部 ;茶褐色、外国縁～頸

部 ;茶褐色、以下灰色

③良好

(土師器)(第26図 -10、 11、 17、 第27図一刊～14)

第26図 -11、 17と 第27図 -1～ 13は、菱の破片である。いずれも弥生時代末期～古墳時代初

期に位置付けられるものと考えられる。第26図 -11と 第27図 -8、 91よ 、端部内面をわずかに上方

に跳ね上げるのが特徴である。第26図 -171よ、床面出上の大型の箋形土器で胴部下半より底部

を欠失するが、器形の全容を伺いうる貴重な資料である。日縁端部は平坦に仕上げられ、胴部上

半に最大径がある。調整は口縁部が内外面共にヨコナデ、胴部はナデである。

第27図 -11よ 第26図 -17と 共に床面から検出されたものである。二重回縁をもついわゆる山陰

系の菱である。日唇部はやや厚目で、端部を外方に折り曲げ、その上面を平坦に仕上げている。



口縁下部の稜は斜め下方に鋭く突出している。肩部には列点文を施す。調整は口縁部および胴部

外面がヨコナデ、胴部内面には横方向のヘラケズリが施される。胎土はlmln以 下の砂粒を多く含

み、焼成は良好である。

2～ 5は 口縁端部を外方に引き出したものである。これらの中には端部頂面に凹をもつもの(2)

ともたないもの(3～ 5)がある。調整はいずれも内外面共にヨコナデである。61よ 口縁部をやや九

く肥厚させている。71ま 口縁端部に面をもつ。101よ 日縁端都が尖るものであるが、日縁部内面下

方にまでヘラケズリが達する珍しい例である。11は奏の頚部で「く」の字状に屈折する。以上

の土器片の胎土は、いずれもlmln以 下の砂粒を含み、焼成は良好である。121ま 胴部にあまり張 り

がなく、日縁端部を九くおさめる。調整は外面および口縁内面がヨヨナデ、胴部内面は斜め方向

のヘラケズリである。胎土はlmln以 下の砂粒を含み、焼成は良好である。13は萎の上胴部である。

胴部がかなり張り、器厚もこれまでの例と比べて厚い。調整は外面が斜め方向のハケ、内面は斜

め方向のヘラケズリである。胎土には4mln以下の砂粒を多く含み、焼成は良好である。第26図一

10、 第27図 -141よ、高郭の脚裾部と郭・脚部の境界部の破片である。いずれも大きく開く杯部

と開き気味の脚筒部から裾部が傘状に広がるタイプと思われる。郭 。脚部の接合方法は不明。調

整は外面はヨヨナデ、脚筒部内面はケズリ。胎土はlmln以 下の砂粒を少量含み、焼成は良好であ

る。

(須恵器)(第 27図 -15～ 17)

15、 16は蓋杯の蓋の破片である。151ま天丼部で輪状つまみをもつ。つまみは貼 り付けである。

16は 口縁部で端部が下方に垂下するものである。171よ蓋杯の杯部片。低い高台が底部の外縁

上にある。調整は15、 16が内外面共に回転ナデ、17は外側が回転ヘラケズリ、それ以外の部分

は回転ナデである。胎土は16、 17が砂粒をほとんど含まない精良質、151よ lmln以 下の砂泣を含み、

焼成は良好。

(陶磁器)(第 27図 -18～26)

18、 19は東播系の鉢の口縁部である。いずれも逆「く」の字状に屈曲し肥厚するもので、18

は屈曲度は小さく、191ま 大きい。調整はいずれも内外面共に回転ナデである。胎土はlmln以 下の

砂粒を含み、焼成は良好である。20～ 26は 近世以降の陶磁器片である。20、 21は伊万里焼の碗

と思われる。体部～口縁部にかけて内湾しながら立ち上がる。胎土は灰白色を呈し、草丈と思わ

れる文様が施され、その上に透明釉が薄くかかる。22～ 24は 幕末期の碗の底部である。いずれ

も低い削 り出し高台を伴う。23、 241よ 石見焼の破片。221よ高台～体部の下方を除いて、内外面

共に透明感のある緑色がかつた釉が薄 くかかっている。23も 同様に高台～体部の下方を除く内

外面に透明感のある黄緑がかつた釉が薄くかかつている。24も 透明感のある釉が内面に高台内・

畳付を除いて、薄くかかる。内面には鉄釉によるこげ茶色の文様があるが、文様は不明である。

25、 26は石見焼の鉢である。25は灰色の胎土に灰緑色の釉が薄くかかり、26は責灰色の胎土

に黄褐色の釉が薄くかかつている。25、 26共玉縁をもつ。両者いずれも胎土精良、焼成良好で


